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◉暮らしに役立つ情報ワイド
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年金生活者等支援臨時福祉給付金
脳ドックの検診助成
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軽自動車税の減免
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国庫支出金（11％）
    33億543万円

県支出金（7％）
　21億8,469万円

その他（1％）
　4億900万円特　別　会　計　名 平成 28 年度 平成 27 年度 増減率％

住宅新築資金等貸付事業特別会計 2,200 万円 2,500 万円 △ 12.0
土地取得事業特別会計 70 万円 80 万円 △ 12.5
国民健康保険事業勘定特別会計 99 億 400 万円 94 億 3,100 万円 5.0
国民健康保険直営診療施設勘定特別会計 8,150 万円 7,600 万円 7.2
後期高齢者医療特別会計 14 億 6,190 万円 14 億 2,800 万円 2.4
介護保険事業勘定特別会計 66 億 9,600 万円 65 億 2,900 万円 2.6
公共下水道事業特別会計 12 億 3,240 万円 12 億 9,100 万円 △ 4.5
特定環境保全公共下水道事業特別会計 5,770 万円 5,630 万円 2.5
農業集落排水事業特別会計 4,040 万円 4,050 万円 △ 0.2
簡易水道事業特別会計 9 億 400 万円 9 億 6,000 万円 △ 5.8
池田財産区特別会計 650 万円 580 万円 12.1
田中財産区特別会計 450 万円 400 万円 12.5
長田竜門財産区特別会計 100 万円 100 万円 0.0
竜門財産区特別会計 6 万円 6 万円 0.0
南北志野財産区特別会計 30 万円 30 万円 0.0
飯盛財産区特別会計 20 万円 20 万円 0.0
静川財産区特別会計 30 万円 30 万円 0.0
最上、神田、市場、元財産区特別会計 300 万円 150 万円 100.0
調月財産区特別会計 70 万円 100 万円 △ 30.0
丸栖財産区特別会計 50 万円 50 万円 0.0
平池財産区特別会計 110 万円 110 万円 0.0
特別会計合計 204 億 1,876 万円 198 億 5,336 万円 2.8

公
営
企
業
会
計

水道事業会計

収益的収入 12 億 9,380 万円 13 億 5,951 万円 △ 4.8
収益的支出 12 億 9,084 万円 13 億 3,176 万円 △ 3.1
資本的収入 2 億 7,696 万円 3 億 2,010 万円 △ 13.5
資本的支出 8 億 2,347 万円 7 億 6,115 万円 8.2

工業用水道事業会計

収益的収入 4,411 万円 4,898 万円 △ 9.9
収益的支出 4,079 万円 4,305 万円 △ 5.2
資本的収入 1 万円 1 万円 0.0
資本的支出 2,272 万円 1,788 万円 27.1

豊
か
な
ま
ち
の
実
現
を
め
ざ
し
て
地
方

創
生
に
向
け
て
始
動
し
て
い
く
た
め
に

　

紀
の
川
市
は
、
こ
れ
ま
で
「
安
全･

安

心
な
ま
ち
づ
く
り
」
を
念
頭
に
お
い
て
基

盤
整
備
を
中
心
と
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
展

開
し
て
き
ま
し
た
。
本
年
度
の
予
算
は
、

そ
の
整
備
さ
れ
た
基
盤
を
生
か
し
、
人
口

減
少
・
少
子
高
齢
化
な
ど
の
課
題
を
克
服

し
、
市
の
更
な
る
発
展
を
目
指
す
地
方
創

生
に
向
け
た
予
算
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

28
年
度
の
当
初
予
算
額
は
、
一
般
会
計

で
３
０
７
億
５
千
万
円
、
前
年
度
と
比
較

し
て
2
億
円
、
率
に
し
て
0.6
％
の
減
額
と

な
り
ま
し
た
。

　

中
村
市
長
は
、
２
月
23
日
に
行
わ
れ
た

記
者
会
見
で
「
今
年
度
は
安
全
・
安
心
な

ま
ち
づ
く
り
だ
け
で
な
く
、
長
期
的
展
望

に
た
っ
て
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。
市
の
発
展
に
大
き
く
寄

与
す
る
京
奈
和
関
空
連
絡
道
路
の
整
備
を

促
進
す
る
と
と
も
に
、
少
子
高
齢
化
の
進

展
や
災
害
へ
の
対
策
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

課
題
を
克
服
す
る
た
め
の
政
策
を
進
め
、

「
住
み
た
い
ま
ち
・
住
ん
で
良
か
っ
た
ま

ち
・
ず
っ
と
住
み
続
け
た
い
ま
ち
」と
言
っ

て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
市
民
の
み
な
さ
ん

と
と
も
に
考
え
て
実
現
し
て
い
き
た
い
」

と
話
し
ま
し
た
。

特集  新年度の予算

※増減率の△はマイナスです。

予算

特別会計当初予算合計

204億1,876万円

公営企業会計当初予算合計

21億7,782万円

地方交付税（36％）
  110億5,000万円

市債（9％）
    27億8,300万円 市税（21％）

    63億8012万円

いくら入ってきて、何にいくら使うのか。予算
をお知らせすることで、１年間のまちづくり
の計画をみなさんに知っていただきます。

※表示金額は、万円未満を四捨五入し表示しています。
※予算総額に占める割合は、合計で 100％になるように表示
しています。

特集  新年度の予算

平成28年度一般会計当初予算
前年度比　
２億 円 （0.6%） 減307 億 5 千万円

その他（12％）
    38億1,376万円

地方消費税交付金（3％）
　8億2,400万円

平成28年度

用
語
解
説

【
歳
入
】

自
主
財
源
…
市
が
自
主
的
に
収
入
す
る
こ
と
が
で
き
る

財
源

市
税
…
市
民
の
み
な
さ
ん
や
法
人
な
ど
か
ら
納
め
て
い

た
だ
く
税
金

依
存
財
源
…
国
や
県
な
ど
か
ら
交
付
ま
た
は
割
り
当
て

ら
れ
る
収
入

地
方
交
付
税
…
す
べ
て
の
地
方
公
共
団
体
が
一
定
水
準

の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
よ
う
、
国
税
を
財
源
と
し

て
、
国
が
配
分
す
る
交
付
金

市
債
…
公
共
事
業
な
ど
で
多
額
な
資
金
が
必
要
な
と
き

の
長
期
借
入
金

国
庫
支
出
金
…
特
定
の
事
務
事
業
に
対
し
、
国
か
ら
交

付
さ
れ
る
支
出
金

県
支
出
金
…
特
定
の
事
務
事
業
に
対
し
、
県
か
ら
交
付

さ
れ
る
支
出
金

地
方
消
費
税
交
付
金
…
消
費
税
の
地
方
分
が
地
方
消
費

税
で
、
そ
の
う
ち
県
を
通
じ
て
市
町
村
へ
配
分
さ
れ
る

交
付
金

【
歳
出
】

議
会
費
…
市
議
会
の
活
動
経
費

総
務
費
…
全
般
的
な
管
理
事
務
、
徴
税
、戸
籍
、選
挙
事

務
な
ど
の
経
費

民
生
費
…
高
齢
者
・
障
害
者
福
祉
、
子
育
て
支
援
、
生

活
保
護
な
ど
の
経
費

衛
生
費
…
保
健
・
環
境
衛
生
、
ご
み
処
理
、
し
尿
処
理

な
ど
の
経
費

農
林
業
費
…
農
林
業
の
振
興
、
生
産
基
盤
の
整
備
な
ど

の
経
費

土
木
費
…
道
路
、
河
川
、
公
園
、
住
宅
の
管
理
や
整
備

な
ど
の
経
費

消
防
費
…
消
防
・
防
災
活
動
、
防
災
基
盤
の
整
備
な
ど

の
経
費

教
育
費
…
教
育
の
充
実
や
、文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
な
ど

の
経
費

公
債
費
…
公
共
事
業
な
ど
で
多
額
の
資
金
が
必
要
な
と

き
に
借
り
入
れ
た
長
期
借
入
金
の
返
済
金

市税の内訳

固定資産税… 27億2,770万円
市民税……… 27億5,600万円

たばこ税…… 3億5,702万円
都市計画税… 3億3,200万円
軽自動車税… 2億740万円
※都市計画税は、都市計画法に基づい
て実施する都市計画事業の財源に充て
ています。

※

地方消費税交付金のうち消費税率の引き上げに
よる増収分 3 億 3,929 万円については、すべて
社会保障費の財源として活用します。

・医療や介護などの社会保険など　1億5,852万円
・児童福祉、障害福祉など　1億1,783万円
・医療体制の整備や感染症対策など　6,294万円

依
存
財
源 

67
％

             

自
主
財
源 

33
％

歳  入

歳  出

農林業費（3％）
　  9億3,607万円

土木費（9％）
　28億863万円

消防費（4％）
　11億5,112万円

教育費（7％）
　22億4,723万円

公債費（19％）
　57億6,774万円

議会費、商工費など（1％）
　　　4億8,156万円

衛生費（10％）
　29億5,674万円

民生費（34％）
   104億251万円

総務費（13％）
   39億9,840万円
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特集  新年度の予算
特集  新年度の予算

平成28年度　重点施策の説明

※事業名の後の（　）は担当課名で、 【新】は新規事業、【拡】
は拡充事業です。
※表示金額は、万円未満を四捨五入して表示しています。

　28 年の重点施策は、これまで整備してきた基盤を生かし
て、市が直面している地方創生、少子高齢化などの課題を
克服しながら豊かさを実感できるまちづくりを推進してい
くため、「①地域資源を生かした魅力あるまち②魅力ある仕
事 ･ 職場のあるまち③若い世代から選ばれるまち④安全・
安心で暮らし続けたいまち⑤健全で持続可能な行政経営を
行うまち」の5つの柱を設定して事業を展開していきます。

【担当課名一覧】
（企）…企画調整課
（商）…商工観光課
（農林）…農業林業振興課
（広）…広報広聴課
（総）…総務課
（企業）…企業立地推進課
（健）…健康推進課
（国）…国保年金課
（教）…教育総務課
（学）…学校教育課

（ス）…生涯スポーツ課
（子）…子育て支援課
（建）…建設総務課
（道）…道路河川課
（危）…危機管理課
（消）…消防防災課
（高）…高齢介護課
（人）…人事課
（管）…管財課
（環）…環境衛生課
（廃）…廃棄物対策課

1 地域資源を生かした魅力あるまち

■移住定住受入体制の整備【新】���� 98万円（企）　

■地域おこし協力隊の導入【新】���� 885万円（商）　

　（地域外の人材を積極的に誘致し、その人材の地域協

　力活動を支援し、定住・定着できるよう支援します。）

■観光ファン拡大の取組み����� 1,060万円（商）　

　（「紀の川市＝フルーツのまち」として魅力アップ・

　イメージ強化を図り、誘客を図る取り組みをします。）

■観光プロモーションの強化����� 679万円（商）

■道の駅「青洲の里」基本構想・計画の策定【新】　　　　

　　　　　　　　���������� 500万円（農林）

　（紀の川市の東の玄関口となる道の駅「青洲の里」の

　基本構想・計画を策定します。）

2 魅力ある仕事･職場のあるまち

■トップセールスの実施������� 194万円（農林）

■６次産業化の支援【新】������� 200万円（農林）

　（農業者が自ら生産した農作物を活用した商品開発や

　販売促進を支援します。）

■創業者支援の充実��������� 50万円（商）　

■創業資金に対する利子補給【新】��� 60万円（商）　

　（創業資金として金融機関から借り入れた資金に対す

　る利子分の一部を市が支援します。）

■地域職業相談室の運営������� 13万円（商）　

■企業誘致の推進��������� 1,068万円（企業）

■企業間ネットワークの強化������ 6万円（企業）

　　

　シティプロモーションの強化【新】　　　　
　　　　　��������� 837万円（広）
　ふるさと納税のＰＲ���� 6,438万円（総）

「紀の川市を知ってもら
う」ということに主眼
を置き、市の持つ魅力
を積極的に情報発信し、
市の認知度とイメージ
アップを図り、交流人
口の拡大につなげます。

4安全･安心で暮らし続けたいまち

■京奈和関空連絡道路の整備促進【新】 � 350万円（建）

　（京奈和自動車道紀の川 IC から阪和自動車道上之郷 I

　C への新たな道路整備の早期実現に向けて取り組み

　を進めます。）

■デマンドタクシーの導入【新】 ����� 124万円（企）

　（山間部など路線バス開設が困難な地域に、予約に応

　じて運行するタクシー路線を赤沼田地区で実証運行

　し、他の地域へ導入を検討します。）

■路線バスの開設・支援 ������� 6,482万円（企）

■貴志川線に対する支援������� 5,467万円（企）

■市道等改良事業�������� 1億9,964万円（道）

　（市道佐川水源地線など道路の拡幅や歩道の整備を進

　めます。）

■社会資本整備道路改良事業��� 4億9,489万円（道）

　（市道中 93 号線、市道東国分赤尾線、市道粉河 65 号

　線など新たな道路の整備や道路の拡幅、歩道の整備

　を進めます。）

■不妊治療の助成【拡】��������� 690万円（健）

　（治療費の助成範囲や対象者を男性まで拡充します。）

■子どもの医療費の助成【拡】��� 2億1,529万円（国）

　（所得制限を設けず中学校卒業までの医療費について、
　通院を含む保険適用自己負担分を助成します。）
　※中学生の通院にかかる助成は 8 月 1 日診療分からです。

■小学校への空調整備������ 2億3,688万円（教）

■小中学校の非構造部材の改修【新】�� 2,085万円（教）

■粉河･那賀給食センターの統合 ��� 9,958万円（学）

■フルーツ給食の実施【新】������� 239万円（学）

　（紀の川市のフルーツを提供し、小 ･ 中学生の食育学

　習や郷土愛の醸成を促します。）

■スポーツに関する交流【新】������ 113万円（ス）

　（日本体育大学と相互のスポーツ交流を展開し、市民

　の健康・体力の維持増進につなげます。）

■学童保育施設の整備【新】������ 5,012万円（子）

　（学童保育児童の増加に伴い、学童保育施設の新築と

　老朽化した施設の改修を行います。）　

■私立保育園整備への補助【新】�� 1億8,750万円（子）

3 若い世代から選ばれるまち

5 健全で持続可能な行政経営を行うまち

■新たな長期総合計画の策定【新】 ��� 833万円（企）

　（平成 30 年度からの新たなまちづくりの指針となる

　長期総合計画を策定します。）

■行政評価制度の構築【新】������� 644万円（企）

■組織機構の再構築【新】�������� 945万円（人）

■旧分庁舎の解体��������� 3億840万円（管）

■粉河、桃山火葬場の解体 ������ 4,006万円（環）

■ごみ焼却施設の解体������ 1億8,021万円（廃）

4

■小学生対象の防災教室開催【新】���� 18万円（危）

■防災総合訓練の実施��������� 77万円（危）

■防災行政無線のデジタル化������ 999万円（消）

■消防施設の整備���������� 9,678万円（消）

　　

　新規就農者の支援【拡】�� 4,685万円（農林）
　有害獣対策の推進【拡】�� 1,677万円（農林）
　農業共済への加入促進 �� 300万円（農林）　

持続可能な農業を実現するため、意欲ある農業の担い手
の育成・支援のために農機具購入費の助成など市独自の
支援メニューを認定新規就農者まで広げます。また、農
作物被害の防止・抑制のために有害捕獲対象にシカを追
加し、経営安定化支援のため農業共済への加入者の拡大
など、農業者が安心して農業に取り組めるための環境づ
くりを進めていきます。

　　

　婚活イベントの開催����� 15万円（企）
　同窓会の開催支援【新】���� 65万円（企）

少子化・未婚化・晩婚化対策の一環として、結婚を希望
する独身の男女に出会いの場を提供し、市内での結婚の
機運を高めます。また、同窓会の開催を支援し、ふるさ
と回帰のきっかけづくりやシビックプライドの醸成を図
ります。

　　

　グループホームの整備【新】� 4,318万円（高）
　認知症予防の推進����� 278万円（高）
　地域で支える体制づくり��� 48万円（高）
　徘徊高齢者に対する対策��� 50万円（高）

認知症高齢者とその家
族が住みなれた地域で
安心して暮らせるよう支
援を行うとともに、高齢
者が集う場づくりなど
認知症をはじめとした
介護予防を推進します。
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けんこう

健康

風しんを予防しましょう 
　妊婦が風しんに感染すると、胎児が白内障、先天性心疾患、難聴
などを主な症状とする「先天性風しん症候群」にかかるおそれがあ
ります。そこで、妊婦とその子どもを風しんから守るため、緊急対
策として風しん予防接種費用を助成しています。（１人につき１回
限り）
■接種費用助成期間�29 年３月 31 日までの接種分
■接種対象者�紀の川市に住所を有する、次のいずれかの人
　① 19 歳以上 50 歳未満の妊娠を希望する女性
　②妊婦の夫（児の父親）
※妊娠中は接種できません。また、接種後２か月は避妊が必要です。
※くわしくは市ホームページで確認、または健康推進課に問い合わ
せください。

【問い合わせ】健康推進課（℡ 77・2511）

健
康
推
進
課
は
本
庁
南
別
館
で
す

休日に受診できる医療機関
℡ 77・6410　那賀休日急患診療所
日曜・祝日・年末年始の午前９時～午後５時
小児は、↓小児救急医療ネットワークへ↓

夜間の小児医療電話相談
子どもが急病になり、朝まで様子を見ても大丈夫
なのか判断に迷ったとき
℡＃ 8000 または℡ 073・431・8000
平日は午後7時～11時
土・日・祝日は午前９時～午後11時

夜間・休日の医療機関案内（24 時間）

℡ 073・426・1199　県救急医療情報センター
℡ 61・1791　那賀消防組合

夜間・休日に受診できる小児科
℡ 073・425・8181　小児救急医療ネットワーク
平日夜間は午後８時～翌６時
土・日・祝日の夜間は午後７時～翌６時
休日昼間は午前10時～正午、午後１時～５時

電話する時に、こちら↓の内容を伝えてください
住所・氏名・年齢・患者の症状・電話番号

県内の医療機関情報
検索わかやま医療情報ネット

小児慢性特定疾病児童に日常生活用具を給付
　28 年度から、小児慢性特定疾病を持つ児童が円滑に在宅生活す
るために、特殊ベッドや電気式たん吸引器などの用具を給付します。
■対象�①小児慢性特定疾病医療受給者証を交付されている児童、
②障害者総合支援法などによる施策の対象にならない児童
■申請に必要なもの�❶申請書（市ホームページからダウンロード
可）、❷給付を希望する用具の見積書など、❸世帯全員の所得を確
認できる書類の写し、❹小児慢性特定疾病医療受給者証の写し
※世帯の所得状況により、用具購入費の一部を負担していただく場
合があります。
※くわしくは市ホームページで確認ください。

【申し込み・問い合わせ】健康推進課（℡ 77・2511　本庁南別館）

献血日程

4/17 （日） ＭＥＧＡドン・キホーテ紀の川店
10：00 ～ 12：00

13：00 ～ 16：30

4/10 （日） 西野歯科医院（℡ 62・4556）

17 （日） 磯野歯科医院（℡ 75・2063）

24 （日） 辻本歯科医院（℡ 77・4068）

29 （金） たかぎ歯科医院（℡ 63・0416）

5/1 （日） もりもと歯科（℡ 69・2688）

3 （火） はぎはら歯科（℡ 64・8850）

4 （水） 清瀧歯科医院（℡ 77・6161）

5 （木） 中西歯科医院（℡ 64・7234）

休日歯科当番（診療時間：午前10時～午後４時）

受診する際は、電話などで確認のうえ来院ください。
電話が通じないときは、那賀消防組合（℡ 61・1791）へ確認ください。
年間当番表（地図リンク）は市ホームページで確認できます。

とき ところ 午前
（受付8：30～10：30）

午後
（受付13：00～14：00） 地区

 ５月 16日月・17日火・18日水 那賀保健福祉センター 特定・胃・肺・大腸・乳房・肝炎 ― 那賀

 ５月 19日木 那賀保健福祉センター 特定・胃・肺・大腸・乳房・肝炎 肺・大腸・乳房 那賀

 ５月 20日金 那賀保健福祉センター 特定・胃・肺・大腸・乳房・肝炎 ― 那賀

 ５月 31日火 粉河ふるさとセンター 特定・胃・肺・大腸・乳房・肝炎 肺・大腸・乳房 粉河

 ６月  １日水・７日火・ ８日水 粉河ふるさとセンター 特定・胃・肺・大腸・乳房・肝炎 肺・大腸・乳房 粉河

 ６月 10日金 粉河ふるさとセンター 特定・胃・肺・大腸・乳房・肝炎 ― 粉河

 ６月 15日水 鞆渕出張所 特定・胃・肺・大腸・乳房・肝炎 ― 粉河

 ６月 22日水・23日木・24日金 本庁南別館 特定・胃・肺・大腸・乳房・肝炎 肺・大腸・乳房 打田

 ６月 27日月・28日火 本庁南別館 特定・胃・肺・大腸・乳房・肝炎 ― 打田

 ８月 22日月・23日火・24日水 桃山保健福祉センター 特定・胃・肺・大腸・乳房・肝炎 ― 桃山

 ８月 25日木 桃山保健福祉センター 特定・胃・肺・大腸・乳房・肝炎 肺・大腸・乳房 桃山

 ８月 26日金 桃山保健福祉センター 特定・胃・肺・大腸・乳房・肝炎 ― 桃山

 ９月  ７日水・８日木 貴志川生涯学習センター 特定・胃・肺・大腸・乳房・肝炎 肺・大腸・乳房 貴志川

 ９月  ９日金 貴志川生涯学習センター 特定・胃・肺・大腸・乳房・肝炎 ― 貴志川

 ９月  14日水・15日木 貴志川生涯学習センター 特定・胃・肺・大腸・乳房・肝炎 肺・大腸・乳房 貴志川

 ９月  16日金 貴志川生涯学習センター 特定・胃・肺・大腸・乳房・肝炎 ― 貴志川

◉集団検診申込者（肝炎ウイルスを含む）には、各地区の検診日程の約 1 か月前に受診票を送付。
◉個別検診申込者には、4 月下旬に受診票を送付。
※乳がん検診（個別）を期限までに申し込んだ人には案内文を、歯周疾患検診申込者には受診券を、３月に発送しています。
※乳がん検診（個別）を期限を過ぎて申し込んだ人には、集団検診の日程に合わせて受診票を発送します。
※受診票が届かない場合や紛失された場合などは、健康推進課まで連絡ください。
※今年度、検診実施施設などの都合により、各地区の検診実施時期や会場を変更している箇所があります。

平成28年度集団検診の日程　各検診の案内、受診票、受診券は、下記の時期に発送予定です。

　献血へのみなさまの協力、ありがとうございました。27 年１月
から 12 月まで、献血に協力いただいた人は右のとおりです。
　今年も血液を必要としている人に、安定的に供給できるよう、献
血への協力をよろしくお願いします。

受付人数 2,447人

採血人数 2,014人

200ml献血 91人

400ml献血 1,923人

紀の川市献血協力実績
【27 年１月～ 12 月】

健
康
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【問い合わせ】
健康推進課  （℡ 77・2511）

■４か月児健康診査
　平成28年１月生まれ対象
　５月18日（水）・25日（水）の午後

受付は午後１時～１時30分

■７か月児健康診査
　平成27年10月生まれ対象
　５月17日（火）・24日（火）の午後

受付は午後１時～１時30分

■１歳児健康相談
　平成27年５月生まれ対象
　５月12日（木）・13日（金）の午前

受付は午前９時～９時30分

■１歳８か月児健康診査
　平成26年８月生まれ対象
　５月20日（金）・27日（金）の午後

受付は午後１時～１時30分

■２歳６か月児健康相談
　平成25年10月生まれ対象
　５月10日（火）・11日（水）の午前

受付は午前９時～９時30分

■３歳８か月児健康診査
　平成24年８月生まれ対象
　５月19日（木）・26日（木）の午後

受付は午後１時～１時30分

※対象児には、個別通知します
※会場はすべて本庁南別館です

５月の母子保健・予防接種

小・中学校の就学援助制度
　紀の川市に住所のある児童・生徒が、経済的な
理由により、公立の小・中学校への就学が困難な
ときは、保護者に学校給食費や学用品費など、学
校で学習するために必要な費用の一部を援助する
制度があります。就学援助を希望する人は、申請
書を学校へ提出してください。くわしくは、各小・
中学校または学校教育課へ問い合わせください。

【問い合わせ】学校教育課（℡ 77・2511）

私立幼稚園保育料等の減免
　私立幼稚園児の保護者の負担を軽減するため、
保育料などの一部を補助する制度があります。ま
た、第３子以降（兄または姉が２人以上いる園児）
の保育料を無料化します。
　申請書類は各幼稚園を通じて６月下旬に配布し
ます。書類の提出日など、くわしくは各幼稚園に
確認ください。

【問い合わせ】学校教育課（℡ 77・2511　本庁４階）

子どもに関する手当
◉児童手当
　児童手当は、中学校修了前の児童を養育している人に支給され
る手当です。ただし、所得制限などの条件があります。（所得制
限限度額以上の場合は、特例給付となります）
　新たに受給資格が生じた場合や支給対象児童が増えたり減った
りした場合は届出が必要です。受給資格が生じた日の翌日から
15 日以内に届け出てください。

■支給金額（児童１人の場合の月額）

◉児童扶養手当 ※28年4月から手当額が改定されています

　児童扶養手当は 18 歳（一定の障害がある場合は 20 歳未満）に達
する日以降の最初の３月 31 日までの児童を養育しているひとり
親家庭や、父または母が一定の障害にある家庭に支給される手当
です。所得制限などの条件があります。
■支給金額（児童１人の場合の月額）
全部支給�42,330円　一部支給�9,990円～42,320円
※所得状況や扶養人数によって変動します。

◉特別児童扶養手当 ※28年4月から手当額が改定されています

　特別児童扶養手当は、20 歳未満で身体や知的または精神に一
定の障害、または長期安静が必要な病状にある児童を、在宅で養
育している保護者に支給される手当です。所得や障害の程度によ
る制限があります。
■支給金額（月額）１級�51,500 円　２級�34,300 円

◉ひとり親家庭支援　ＪＲ定期乗車券割引
　児童扶養手当（全部支給停止の人を除く）を受給している世帯
の人が、「ＪＲ通勤定期乗車券」を購入するとき、３割引になり
ます。ただし、他の割引（学生割引など）と併用することはでき
ません。
■手続き�乗車券を購入する前に、市役所での事前手続きが必要
です。次の書類を揃えて、子育て支援課または各支所窓口へ提出
してください。
①写真（６か月以内に撮影した縦４㎝×横３㎝正面上半身のも
の）、②児童扶養手当証書、③印鑑

【問い合わせ】子育て支援課（℡ 77・2511　本庁２階）

区　　　分 支給金額

３歳未満（一律） 15,000円

３歳から小学校修了前（第１子・第２子） 10,000円

３歳から小学校修了前（第３子以降） 15,000円

中学生（一律） 10,000円

特例給付（一律）   5,000円

５月から始まります！ 
「赤ちゃん広場・子育て教室」

　子育て中の保護者が、親子で一緒に楽しい活動をする「子育て支援教室」
を開催します。
　申し込みは不要です。気軽に参加ください。

◉赤ちゃん広場�子育ての悩みや
育児の情報交換、友達づくりの交
流の場です。赤ちゃんの月齢に
合ったふれあい遊びの紹介や絵本
の読み聞かせ、育児相談などをし
ます。　

◉子育て教室�１歳児・２歳児の親子を対象にした「遊びの教室」を開催
しています。親子のふれあい遊びやリズム遊び、製作、絵本の読み聞か
せなどの楽しい活動を通し、子どもや保護者同士の交流をします。

■赤ちゃん広場
□０歳児（27 年４月２日以降生まれ）
　５ 月 　           ９日（月）打田地区　本庁南別館
　５ 月 　20日（金）貴志川・桃山地区　桃山保健福祉センター
　５ 月 　23日（月）粉河・那賀地区　那賀保健福祉センター

※時間は午前 10 時 15 分～ 11 時 30 分です。（受付は 10 時～）
※名札、お茶、着替え、バスタオルを持参してください。

■子育て教室
□１歳児（26 年４月２日～ 27 年４月１日生まれ）
　５ 月 　12日（木）貴志川・桃山地区　中貴志コミュニティセンター
　５ 月 　26日（木）打田・粉河・那賀地区　那賀保健福祉センター

□２歳児（25 年 4 月 2 日～ 26 年 4 月 1 日生まれ）
　５ 月 　13日（金）貴志川・桃山地区　中貴志コミュニティセンター
　５ 月 　27日（金）打田・粉河・那賀地区　那賀保健福祉センター
※時間は午前９時 30 分～ 11 時 30 分です。（受付は９時 15 分～）
※親子とも、動きやすい服装で参加してください。
※名札、タオル、お茶、着替え、帽子、上靴、製作セット（はさみ、のり、
クレヨン、水性ペン、セロテープ）を持参してください。

※ 日 程 な ど の 変 更 や 中 止 の 場 合 は、 メ ー ル 配 信 サ ー ビ ス（http://
kinokawa.mail-dpt.jp/で登録）でお知らせします。

【問い合わせ】
那賀子育て支援センター（℡ 75・2331　名手保育園内）
桃山子育て支援センター（℡ 66・0404　安楽川保育園内）
子育て支援課（℡ 77・2511）
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介護予防
子育て

平成28年度　ファミリー・サポート・センター　スタッフ養成講座
　この講座は「そらまめサポート」のスタッフ会員になるための 6 日間の講座です。
育児中の人にも受講いただけます。（託児あり：無料、予約制、定員あり。詳細は問い合わせください）。

日時 講師 テーマ

１日目
１

５月16日月
10:00～12:00

そらまめサポート
事業概要

２ 13:00～15:00 安全に預かるために❶（サポートの流れ・
事故予防・報告書の書き方）

2日目
３

５月19日木
10:00～12:00

米澤好史
（和歌山大学教育学部教授・臨床発達心理士SV）

親とこどもの発達と関係性支援①

４ 13:00～15:00 親とこどもの発達と関係性支援②

3日目

５

５月28日土

10:00～12:00 山家宏宣
（公立那賀病院小児科科長） こどもの病気

６ 13:00～14:30 内海みよ子
(和歌山県立医科大学保健看護学部教授） こどもの看護

７ 14:30～15:00 そらまめサポート 安全に預かるために❷（育児グッズ紹介）

4日目

８

６月２日木

10:00～12:00
城　皆子

(ＮＰＯ法人コムデザイン理事・元公立保育園長）

家庭での預かり保育

９ 13:00～14:00 こどもと遊び

10 14:10～15:10 森下順子
(和歌山信愛女子短期大学准教授） 発達課題・自閉症スペクトラムについて

5日目

11

6月9日木

10:00～12:00 松崎博子
(和歌山信愛女子短期大学非常勤講師・栄養士）

こどもの栄養と食生活～具合の悪いと
きの食事と水分補給～

12 13:00～13:30 そらまめサポート 安全に預かるために❸（病児預かり・報
告書の書き方）

13 13:30～15:00 山入高志
(やまいりこどもクリニック院長） 病気の症状と観察及び病院への受診

6日目
14

6月16日木
10:00～12:00 松本千賀子

(そらまめサポート代表・臨床発達心理士)
社会でこどもを育てるために～親支援
を広げる～

15 13:00～15:00 そらまめサポート 安全に預かるために❹（報告書の書き
方・体験談・修了証受け渡し）

＊受講対象者：紀の川市・岩出市周辺の一時保育経験者、保育士・看護師・ヘルパーなどの有資格者、または子育て経
験のある人
＊定員：30 人（定員になり次第締め切ります）
＊参加費（資料代）：1,000 円（前納、納付方法は申し込み時に連絡）
＊受講には申し込みが必要です。（電話・FAX・メールでの申し込み可）
＊講座は全受講を原則としますが、一部受講や再受講も可能です。育児中の人の一部受講も歓迎します。

【申し込み・問い合わせ】
いわで・きのかわファミリーサポートセンター「そらまめサポート」

（℡ 0736・60・4337 ／ Fax 0736・60・4338／メールアドレス：isora@comdesign-npo.com)

地域の子育て、お手伝いください！

■申込締め切り�５月10日火

会場：岩出市総合保健福祉センター（あいあいセンター）視聴覚室・会議室Ａ・研修室

介護予防教室
　65 歳以上の人を対象に、運動器の機能向上・栄養改善・口腔
ケア・閉じこもり予防などをテーマに、居宅介護支援センターに
委託し、教室を開催しています。動きやすい服装で参加ください。
※初めて参加する場合、介護認定を受けていない 65 歳以上の人
が対象です。

◉いきいき元気塾
■とき�４月 13 日水　午後１時～３時
■ところ�那賀支所２階　多目的ホール
■テーマ�『介護保険について』　講師　介護支援専門員 

【問い合わせ】栄寿苑居宅介護支援センター ( ℡ 75・6888）
高齢介護課介護予防係（℡ 77・2511　本庁２階）

◉はつらつくらぶ
■とき�４月 21 日木　午後１時～３時
■ところ�本庁５階　501 会議室
■テーマ�『元気で長生き（１）・体力測定』 

【問い合わせ】打田友愛デイサービスセンター ( ℡ 77・1881）
高齢介護課介護予防係（℡ 77・2511）

ピンシャン元気教室
　「わかやまシニアエクササイズ」に基づいたトレーニング（スト
レッチ、ステップ台・イスを使用した運動、体力測定など）を実施
します。週１回の教室でのトレーニングに加え、自宅でもトレーニ
ングを行います。
■とき�５月 13 日金～７月 29 日金 の毎週金曜日（全 12 回）
　　　　午後１時 30 分～３時 30 分（受付１時～）
■ところ�市民体育館サブアリーナ
■対象�紀の川市在住の介護認定を受けていない 65 歳以上の人
※かかりつけ医師に運動可否の確認をしてください。運動の可否
確認をしていない場合や運動不可の場合は、参加できません。
※初めて参加する人を優先します。
■定員�先着 30 人（※原則全 12 回参加可能な人）
■申し込み�４月 18 日月から 22 日金までに、電話で申し込み

【申し込み・問い合わせ】高齢介護課 介護予防係（℡ 77・2511）

つどい場ひなたぼっこ
■とき�４月 14 日（木）午後１時 30 分～４時
■ところ�本庁南別館１階　集団トレーニング室

■とき�４月 21 日（木）午後１時 30 分～４時
■ところ�中貴志コミュニティセンター１階　研修室
※イベント情報�ブローチ作り（先着 30 人・材料費 500 円）

【問い合わせ】高齢介護課介護予防係（℡ 77・2511）

高
齢
介
護
課
・
子
育
て
支
援
課
は

本
庁
２
階
で
す

介
護
予
防
・
子
育
て

～介護予防のススメ～

地域で運動を実践している人々を
紹介します⑯

　28 年１月に立ち上げた「いちごサー
クル」です。毎週金曜日の午後に貴志
川支所３階で活動しています。
　まだまだ不慣れで戸惑うことも多い
ですが、それも含めて楽しめればと思っ
ています。
　これからもピンシャン元気教室で出
会った仲間と継続していきます！

運動自主サークル
「いちごサークル」
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ド

女
性
消
防
団
員
募
集
・
市
営
住
宅

入
居
者
募
集
・
臨
時
福
祉
給
付
金

●
女
性
消
防
団
員
を
募
集
し
て
い
ま
す

【
問
い
合
わ
せ
】消
防
防
災
課

（
℡
77
・
２
５
１
１　

本
庁
３
階
）

市営住宅の入居者を募集（3戸）

下野井改良住宅  （名手市場1363-1）

◉鉄筋コンクリート３階建て共同住宅（S.47築）
　１棟・２階（２戸）、２棟・３階（１戸）を募集
◉間取り�３Ｋ、水洗トイレ
◉家賃�12,600～18,800円

※家賃は所得に応じて決定します。
※敷金は家賃の３か月分です。
※浴槽・給湯器・照明は、入居者が設置ください。

■申し込み用紙配布��４月４日月 ～ 22日金
　住宅管理課や本庁１階情報コーナー、各支所で配布し
　ます。（土・日を除く）
■申し込み受付期間
　４月11日月 ～22日金　９：00～17：00（土・日を除く）
　※住宅管理課（本庁５階）でのみ受け付けます。
　※申し込み多数の場合は抽選をします。

■申し込み資格�①～⑥すべてを満たすこと
　①市内に住所または勤務場所がある
　②同居または同居しようとする親族がいる
　　※申し込み時点で 60 歳以上の人や、一定の障　　
　　害を持つ人などは、単身入居の申し込み可
　③世帯収入が公営住宅法などに規定する基準内
　　※月収額 15 万８千円以下であること
　④住宅に困窮している
　⑤市税などを滞納していない
　⑥申込者も同居人も暴力団員でない

※市営住宅は、法令により住宅に困窮する低所得者の人
に対して低廉な家賃で供給することにより、生活の安定
と福祉の増進に寄与することを目的としています。よっ
て入居には厳正な審査があります。

【問い合わせ】住宅管理課（℡77･2511　本庁５階）

年金生活者等支援臨時福祉給付金のお知らせ

■支給対象者��27 年度臨時福祉給付金の支給対象者
のうち、28 年度中に 65 歳以上となる人（昭和 27 年 4
月 1 日以前に生まれた人）
※ 27 年度臨時福祉給付金の支給対象者とは
平成 27 年 1 月 1 日現在で、紀の川市の住民基本台帳に
登録されている人（外国籍の中長期在留者などである人
を含む）で、27 年度分の市民税（均等割）が課税され
ていない人（課税されている人に扶養されている場合や
生活保護を受給されている場合は対象外です）
■申請
　支給対象者と思われる人に申請書および案内文（お知
らせ）を 4 月下旬に送付しますので、内容を確認のう
え申請してください。

「一億総活躍社会」の実現に向け、賃金引上げの恩恵が及びにくい低年金受給者や所得の少ない高齢者を支
援し、高齢者世帯の所得全体の底上げを図り、平成 28 年前半の個人消費の下支えを行うための「年金生活
者等支援臨時福祉給付金」給付事業を実施します。

■支給額��対象者１人につき 30,000 円
■申請期間��4 月 25 日月～ 7 月 25 日月
■支給開始��28 年５月下旬（予定）

【問い合わせ】社会福祉課（℡77･2511　本庁２階）

臨時福祉給付金の振り込め詐欺や個人情報の搾取に注意
してください。
自宅や職場などに市町村や厚生労働省の職員などをか
たった電話がかかってきたり、郵便が届いたら、迷わず
市役所や岩出警察署または警察相談電話（♯ 9110）に連
絡してください。

詐欺に注意！

低所得の高齢者向け

　

近
年
、
携
帯
電
話
の
普
及
に
よ
る

１
１
９
番
通
報
の
迅
速
化
や
、熱
製
品
・

暖
房
機
器
の
電
化
、
建
物
の
耐
火
性
の

向
上
、
ま
た
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
普

及
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
に
よ
り
、

住
宅
火
災
は
年
々
小
規
模
か
つ
減
少
傾

向
に
あ
り
ま
す
。

　

一
方
、
台
風
や
局
地
的
豪
雨
、
土
砂

災
害
な
ど
の
大
規
模
自
然
災
害
の
多

発
、
ま
た
、
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
な

ど
の
大
規
模
地
震
災
害
の
発
生
確
率
が

高
く
な
る
中
、
消
防
団
に
は
地
域
へ
の

予
防
・
減
災
教
育
の
推
進
や
、
き
め
細

や
か
な
消
防
防
災
活
動
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

消
防
団
は
、
江
戸
時
代
の
町
火
消
が

前
身
と
言
わ
れ
、
消
防
団
＝
男
性
と

い
う
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
し
か
し
現
在
、
全
国
各
地
で

２
２
，７
２
９
人
の
女
性
団
員
が
活
発

に
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

紀
の
川
市
消
防
団
で
は
、
現
在
２
人

の
女
性
団
員
が
所
属
し
て
い
ま
す
が
、

女
性
だ
け
の
グ
ル
ー
プ
を
結
成
し
、
新

た
な
消
防
団
活
動
を
展
開
す
る
た
め
、

20
人
の
女
性
団
員
を
募
集
し
ま
す
。

■
募
集
人
員
…
20
人

■
募
集
期
間
…
４
月
20
日

（水）
～
８
月
31

日
（水）
■
活
動
内
容

①
予
防
広
報
活
動
…
街
頭
広
報
や
保
育

園
・
学
校
な
ど
で
の
紙
芝
居
や
人
形
劇

の
実
演
な
ど

②
一
般
住
宅
訪
問
…
高
齢
者
宅
へ
の
防

火
診
断
・
火
災
予
防
指
導
な
ど

③
救
命
講
習
等
指
導
…
心
肺
蘇
生
法
や

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
方
法
な
ど
を
指
導

④
防
火
指
導
…
地
域
で
の
防
火
・
防
災

指
導
に
参
加

■
応
募
資
格
…
紀
の
川
市
内
に
在
住
・

在
勤
・
在
学
の
18
歳
以
上
の
女
性
で
、

健
康
で
消
防
・
防
災
活
動
に
興
味
が
あ

り
「
私
が
や
っ
て
や
る
!!
」
と
い
う
人

■
待
遇
な
ど

①
紀
の
川
市
消
防
団
員
同
様
の
年
報
酬

な
ど
を
支
給

②
活
動
に
必
要
な
服
装
な
ど
を
貸
与

③
公
務
災
害
補
償
、
退
職
報
償
金
、
表

彰
制
度
な
ど

■
申
込
方
法
…
入
団
申
込
書
を
、
消
防

防
災
課
ま
た
は
紀
の
川
市
役
所
各
支

所
・
出
張
所
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
申
込
用
紙
は
各
所
で
配
布
・
設
置
し

て
い
る
募
集
チ
ラ
シ
裏
面
も
し
く
は
紀

の
川
市
消
防
団
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
く
だ
さ
い
。

◉消防団無償貸付車両
　総務省消防庁は、今後想定されている広域かつ大規模な地震お
よび大規模自然災害に備えるため、地域防災力の中核である消防
団の充実強化を図ることを目的として消防車両を無償で貸し付け
ており、うち１台が紀の川市消防団本部に配備されました。車両
は１ＢＯＸタイプの４輪駆動車で、小型動力ポンプと救助資機材
を搭載しています。

◉水防資機材運搬車
　危機管理部では、近年頻繁に発生する風水害に対応し、土のう、
照明機器、小型排水ポンプなどを運搬する４輪駆動式小型移動式
クレーン搭載の中型トラックを配備しました。

消防・水防用新車両２台を配備しました

あ
な
た
は
、「
誰
か
や
っ
て
く
れ
よ
か
え
」

で
い
い
ん
で
す
か
？

女
性
消
防
団
員
に
な
ろ
ら
よ
！！

紀の川市消防団ホームページ　
http://www.city.kinokawa.lg.jp/shoubou/shouboudan/
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暮らしに役立つ

情
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ワ
イ
ド

●
高
齢
者
の
た
め
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス

脳
ド
ッ
ク
の
検
診
助
成

高
齢
者
の
た
め
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス

●
脳
ド
ッ
ク
の
検
診
助
成
事
業

【
問
い
合
わ
せ
】国
保
年
金
課（
℡
77
・
２
５
１
１　

本
庁
１
階
）

【
問
い
合
わ
せ
】高
齢
介
護
課
高
齢
者
福
祉
係

（
℡
77
・
２
５
１
１　

本
庁
２
階
）
／
各
支
所
・
出
張
所

国
民
健
康
保
険
加
入
者
の

脳
ド
ッ
ク
検
診
助
成
事
業

対
象
…
紀
の
川
市
の
国
民
健
康
保
険
に

加
入
し
、申
し
込
み
時
に
30
歳
以
上
で
、

国
保
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
人

医
療
機
関
名
／
受
検
期
間
／
定
員

◉
日
本
赤
十
字
社
和
歌
山
医
療
セ
ン
タ
ー

／
29
年
３
月
末
日
ま
で
／
定
員
220 

人

◉
和
歌
山
市
医
師
会
成
人
病
セ
ン
タ
ー

／
29
年
３
月
末
日
ま
で
／
定
員
90
人

◉
医
療
法
人
西
村
会
向
陽
病
院
／
28
年

12
月
末
日
ま
で（
火
の
み
）／
定
員
40
人

自
己
負
担
額
…
５
，０
０
０
円

後
期
高
齢
者
医
療
加
入
者
の

脳
ド
ッ
ク
検
診
助
成
事
業

対
象
…
申
請
時
に
紀
の
川
市
に
住
所
を

有
し
、
和
歌
山
県
後
期
高
齢
者
医
療
に
加

入
し
、
保
険
料
を
滞
納
し
て
い
な
い
人

医
療
機
関
名
／
受
検
期
間

◉
日
本
赤
十
字
社
和
歌
山
医
療
セ
ン
タ
ー

／
29
年
３
月
末
日
ま
で

◉
和
歌
山
市
医
師
会
成
人
病
セ
ン
タ
ー

／
29
年
３
月
末
日
ま
で

◉
医
療
法
人
西
村
会
向
陽
病
院
／
28
年

12
月
末
日
ま
で
（
火
の
み
）

定
員
…
３
医
療
機
関
で
合
計
30
人

自
己
負
担
額
…
５
，０
０
０
円

※
Ｍ
Ｒ
Ａ
・
Ｍ
Ｒ
Ｉ
な
ど
の
検
査
は
体

内
に
金
属
が
入
っ
て
い
る
人
は
受
検
で

き
な
い
た
め
、
こ
の
事
業
へ
申
し
込
む

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

■
申
込
期
間
…
４
月
４
日
月
～
20
日
水

（
締
切
日
消
印
分
ま
で
有
効
）

■
申
込
方
法
…
次
の
イ
、
ロ
の
い
ず
れ

か
の
方
法
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
電

話
で
の
申
し
込
み
は
受
け
付
け
ま
せ
ん
。

イ
．右
下
の
記
載
内
容
を
参
考
に
、は
が

き
ま
た
は
封
書
で
国
保
年
金
課
へ
郵
送

ロ
．国
保
年
金
課
、各
支
所
、出
張
所
の

窓
口
に
備
え
て
い
る
申
込
書
に
記
入

し
、
直
接
窓
口
で
申
し
込
み

※
申
込
受
付
の
時
点
で
、
市
が
検
査
結

果
な
ど
個
人
情
報
を
医
療
機
関
か
ら
提

供
を
受
け
る
こ
と
、
国
保
税
や
保
険
料

の
収
納
状
況
を
調
査
す
る
こ
と
に
同
意

し
た
も
の
と
み
な
し
ま
す
。

■
受
検
者
の
決
定
…
受
検
希
望
者
が
多

数
の
場
合
、
当
該
助
成
事
業
を
利
用
し

た
こ
と
の
な
い
人
を
優
先
し
た
後
、
定

員
ま
で
の
人
数
を
抽
選
で
決
定
し
ま
す
。

５
月
中
旬
に
結
果
を
全
員
に
通
知
し
ま

す
。
承
認
さ
れ
た
人
は
希
望
し
た
医
療

機
関
に
す
み
や
か
に
受
検
予
約
し
て
く

だ
さ
い
。
承
認
通
知
書
は
受
検
の
際
に

必
要
で
す
の
で
大
切
に
保
管
く
だ
さ
い
。

国
民
健
康
保
険
加
入
者 

ま
た
は
、

後
期
高
齢
者
医
療
加
入
者
が
対
象
で
す
。

〒 649－6492（住所の記入は不要）
　紀の川市   国保年金課   脳ドック係  あて

※❶～❾をすべて記入ください。記載もれがあると無効となります。
※申し込みは受検希望者１人につき１枚が必要です。
※同一人が複数応募しても１枚のみ有効とします。
※申込書に記載した以外の人が受検することはできません。

申し込みの宛
あ て

先と記載内容

❶保険証の記号・番号
❷郵便番号
❸住所
❹受検希望者氏名
　（フリガナ）
❺生年月日（満年齢）

❻性別
❼連絡先の電話番号
❽希望する医療機関を
１つ選んで記載

（日本赤十字社／成人病
センター／向陽病院）
❾過去年度に、紀の川
市脳ドック助成事業で
受検したことの有無

記載内容

高齢者の暮らしを支えるため、様々な福祉サービスがあります。
サービスの対象は、おおむね65歳以上の高齢者ですが、種類によっても異なります。
くわしくは、地域包括支援センターやケアマネジャー、高齢介護課などへ相談ください。

（自己負担など）

◉ホームヘルパーの派遣（介護認定結果が自立の人など）………………………… 週１回、1時間150円など

◉通所型介護予防事業（介護認定結果が自立の人など）…………………………週１回340円（昼食・材料費実費）

◉ショートステイ（介護認定結果が自立で虐待など急を要する時）… …… ７日まで１日500円（食事代実費）

◉高齢者見守り事業（高齢者の単身世帯や高齢者のみの世帯など）… ……… 週３回まで無料（食事代実費）

◉外出支援（要介護４・５の人の医療機関送迎）… …………………… 週１回200円か500円（駐車料実費）

◉生活支援ハウス利用（自立した60歳以上で家族の支援がない人）………………… 収入に応じた負担

◉養護老人ホーム入所（65歳以上の生活困窮者で在宅生活が困難な人）…………… 収入に応じた負担

生活支援

◉緊急通報システムの利用（高齢者世帯や重度身体障害者など）… …………………所得税課税世帯は1,000円（税別）

◉老人日常生活用具の給付と貸与（寝たきりや単身低所得者など）

　　①給付用具  →  電磁調理器、火災警報器、自動消火器…………………………… 収入に応じた負担

　　②貸与用具  →  老人用電話…………………………………………………………基本料・通話料実費

◉徘徊高齢者位置探索サービス（徘徊高齢者を在宅介護する家族にGPS端末機を貸与）… ……… 無料

日常生活用具などの支給や貸与

◉紙おむつ購入助成券給付（要介護認定を受け、常時失禁状態の所得税非課税世帯） ��� 無料

◉高齢者居宅改修費補助（要介護・要支援認定を受けた一定の低所得世帯）……別に定める金額を助成

◉家族介護慰労金（要介護４・５の人を常時在宅介護している住民税非課税世帯）

　　　①過去１年間介護保険の利用がなく、在宅介護していない期間が90日未満… …… 年額16万円

　　　　（特別障害者手当を受給している場合）……………………………………………… 年額10万円

　　　②過去１年間介護保険を利用したが、在宅介護していない期間が90日未満… …… 年額６万円

　　　　（特別障害者手当を受給している場合）…………………………………………………… 対象外

◉高齢者訪問理容サービス（要介護３以上の在宅者に理容師を派遣）… …… １回2,000円（年4回まで）

（自己負担など）

助　成

◉長寿祝�満88歳の人または99歳以上の人で、６か月以上市内に住所がある人（９月１日現在）
　　※満100歳は誕生月に祝金を支給　※いずれも申請は不要です

◉災害時要援護者登録�要介護３以上の人、歩行が困難な人、１人暮らしで避難が不安な人など
を対象に、災害時の避難支援のための名簿を作成

◉徘徊高齢者早期発見ネットワーク登録�徘徊高齢者を事前に登録し、行方不明になったときに
早期発見するため、協力事業所などへ FAX や電子メールで特徴などを一斉配信し情報提供を依頼

その他のサービス
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17
情報ワイド

暮らしに役立つ

情
報
ワ
イ
ド

軽
自
動
車
税
の
減
免

後
期
高
齢
者
医
療
に
関
す
る
こ
と

●
軽
自
動
車
税
の
減
免
（
申
請
期
限
は
５
月
31
日
火
）
【
問
い
合
わ
せ
】市
民
税
課（
℡
77
・
２
５
１
１　

本
庁
１
階
）

●
後
期
高
齢
者
医
療
に
関
す
る
こ
と

【
問
い
合
わ
せ
】国
保
年
金
課（
℡
77
・
２
５
１
１　

本
庁
１
階
）

　

軽
自
動
車
税
を
減
免（
免
除
）す
る
制

度
が
あ
り
ま
す
。

　

対
象
に
な
る
の
は
、
身
体
障
害
者
手

帳
・
戦
傷
病
者
手
帳
・
療
育
手
帳
・
精

神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
の
交
付
を
受

け
て
い
る
人
が
所
有
し
、
生
活
手
段
と

し
て
使
用
し
て
い
る
軽
自
動
車
で
す
。

　

減
免
の
対
象
と
な
る
障
害
の
区
分
、

程
度
な
ど
は
下
表
の
と
お
り
で
す
。

　

な
お
、
減
免
の
申
請
期
限
は
、
５
月

31
日

（火）
で
す
。
期
限
を
過
ぎ
る
と
今
年

度
分
の
減
免
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

減
免
申
請
に
必
要
な
書
類
な
ど

■
身
体
障
害
者
等
本
人
が
運
転
す
る
場
合

❶
減
免
申
請
書　

❷
印
鑑　

❸
身
体
障

害
者
手
帳（
原
本
）　

❹
運
転
免
許
証

（
写
真
が
鮮
明
な
両
面
コ
ピ
ー
で
も
可
）

❺
自
動
車
車
検
証（
コ
ピ
ー
で
も
可
）　

❻
所
有
者
（
納
税
義
務
者
）
の
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
が
確
認
で
き
る
書
類

■
身
体
障
害
者
等
と
生
計
を
一
に
す
る

人
が
運
転
す
る
場
合　

❶
～
❻
に
加
え

て
、❼
誓
約
書

■
身
体
障
害
者
等
の
み
で
構
成
さ
れ
る

障害の区分

障害の程度

◉身体障害者等本人が運転する場合

◉身体障害者等と生計を一にする
人が運転する場合
◉身体障害者等のみで構成される
世帯の身体障害者等を、常時介護
する人が運転する場合（世帯構成員
も下記等級に該当する場合に限る）

身
体
障
害
者
手
帳

視覚障害 1級～3級・4級の1（両眼の視力の和が
0.09以上0.12以下）

1級～3級・4級の1（両眼の視力の和が
0.09以上0.12以下）

聴覚障害 2級・3級 2級・3級

平衡機能障害 3級 3級

音声機能障害 3級（咽頭摘出による音声機能障害があ
る場合に限る） 該当なし

上肢不自由 1級・2級 1級・2級の1（両上肢機能の著しい障害）
2級の2（両上肢のすべての指を欠くもの）

下肢不自由 1級～6級 1級～3級

体幹不自由 1級～3級・5級 1級～3級

乳幼児期以前の
非進行性脳病変による
運動機能障害

上肢機能 1級・2級 1級・2級（1上肢のみに運動機能障害が
ある場合を除く）

移動機能 1級～6級 1級～3級

心臓･じん臓・呼吸器・ぼうこう
または直腸・小腸機能障害 1級・3級 1級・3級

肝臓機能障害・ヒト免疫不全ウイル
スによる免疫機能障害 1級～3級 1級～3級

戦
傷
病
者
手
帳

視覚障害・聴覚障害・平衡機能障害 特別項症～第4項症 特別項症～第4項症

音声機能障害 特別項症～第 2 項症（咽頭摘出による音
声機能障害がある場合に限る） 該当なし

上肢不自由 特別項症～第３項症 特別項症～第3項症

下肢不自由 特別項症～第6項症・第1款症～第3款症
※戦傷病者手帳の旧第3款症は対象外

特別項症～第3項症

体幹不自由 特別項症～第4項症

心臓･じん臓・呼吸器・ぼうこう
または直腸・小腸・肝臓機能障害 特別項症～第3項症 特別項症～第3項症

療育手帳 重度（Ａ） 重度（Ａ）

精神障害者保健福祉手帳 1級 1級

使用目的 特に問いません

もっぱら身体障害者等の通学・通院・通
所・通勤（生業）のために継続的に運転
する自動車。なお、「もっぱら」とは、７
割程度以上、身体障害者などのために、
身体障害者などが同乗して使用してい
ることをいいます。

世
帯
の
身
体
障
害
者
な
ど
を
常
時
介
護

す
る
人
が
運
転
す
る
場
合　

❶
～
❻
に

加
え
て
、
❽
常
時
介
護
証
明
書

※
❽
常
時
介
護
証
明
書
は
、
交
付
を
受

け
て
い
る
手
帳
の
種
別
で
発
行
機
関
が

異
な
り
ま
す
。
常
時
介
護
証
明
書
の
発

行
に
必
要
な
書
類
は
、
各
手
帳
の
発
行

元
に
直
接
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
各
手
帳
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
】

▼
身
体
障
害
者
手
帳
・
療
育
手
帳
・
精

神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
→ 

市
役
所

障
害
福
祉
課（
℡
77
・
２
５
１
１　

本
庁

２
階
）・
各
支
所
窓
口

▼
戦
傷
病
者
手
帳 

→ 

和
歌
山
県
庁
福

祉
保
健
総
務
課
（
℡
０
７
３
・
４
４
１
・

２
４
７
１
）

※
戦
傷
病
手
帳
の
旧
第
３
款
症
は
対
象

外
と
な
り
ま
す
の
で
、注
意
く
だ
さ
い
。

※
減
免
で
き
る
軽
自
動
車
は
、
身
体
障

害
者
１
人
に
つ
き
１
台
で
す
（
普
通
自

動
車
を
含
む
）。

※
複
数
の
障
害
が
あ
る
場
合
で
も
、
原

則
と
し
て
個
々
の
障
害
の
等
級
で
判
断

し
ま
す
。

■実施期間�28 年６月１日 水～ 29 年２月 28 日 火

■実施場所�受診券に同封する一覧表に記載された医療機関

◉医科健康診査
■健診項目
▶全員に実施する項目
　問診、計測（身長、体重、BMI、血圧）、診察（身体診察）、脂質（中性脂肪、
　HDL、LDL）、肝機能（GOT、GPT、γ -GTP）、尿・腎機能（尿糖、尿蛋白）、
　代謝系（ヘモグロビン A1c）
▶医師が必要と判断した人に追加で実施する項目
　貧血検査（血色素量、赤血球数、ヘマトクリット値）、心機能（心電図
　検査）、眼底検査

■自己負担�600 円（この金額を助成）

◉受診したときは、後期高齢者医療被保険者証・領収書（原本）・認印・預
金通帳（振込先）を持参のうえ、本庁、各支所の窓口で申請してください。
◉すでに同様の検査を受けている人は、受診の必要はありません。
◉生活習慣病の治療などで定期的に医療機関を受診している人は、主治医
に相談ください。

◉歯科健康診査
■対象者
　 27 年度中に、75 歳・80 歳・85 歳・90 歳以上の誕生日を迎えた人

■健診項目
　 問診、口腔診断（歯の状態・歯周組織の状況・口腔衛生状況・噛み合わ
　 せ・口腔乾燥・粘膜の異常）、口腔機能検査（噛む能力・舌機能・嚥下（飲
　 み込み）機能）

■自己負担�無料

【問い合わせ】和歌山県後期高齢者医療広域連合（℡ 073・428・6688）
国保年金課（℡ 77・2511）

対象者には、５月下旬に受診券を直接送付します。
生活習慣病の早期発見のため、健康診査を受けましょう。

後期高齢者医療医科・
歯科健康診査のご案内
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19
暮
ら
し
の
情
報

18

暮
ら
し
の
情
報

市
職
員
の
懲
戒
処
分

　

地
方
公
務
員
法
に
基
づ
き
、

市
職
員
の
懲
戒
処
分
を
行
い
ま

し
た
。

■
被
処
分
者
の
所
属
・
職
名
・
年

齢
・
性
別
…
水
道
部
水
道
工
務

課
・
非
常
勤
職
員
・
50
歳
・
男
性

■
処
分
内
容
…
懲
戒
免
職

■
処
分
年
月
日
…
平
成
28
年
２

月
22
日

■
事
実
の
概
要
…
平
成
28
年
１

月
29
日

（金）
深
夜
、
公
務
外
に
お

い
て
酒
気
帯
び
運
転
で
検
挙
さ

れ
た
も
の
で
あ
る
。

【
問
い
合
わ
せ
】
人
事
課
（
℡

77
・
２
５
１
１　

本
庁
３
階
）

市
民
の
み
な
さ
ん
に

お
わ
び
し
ま
す

　

今
回
の
事
案
は
、
市
民
の
信

頼
を
大
き
く
損
ね
る
も
の
で
あ

り
、当
該
職
員
１
名
に
つ
い
て
、

地
方
公
務
員
法
第
29
条
第
１
項

案
内

案
内広

報
紀
の
川
の
配
布
は
毎
月
１
日
～
５
日
で
す
。
５
日
を
過
ぎ
て
も
届
か
な
い
場
合
は
、
配
布
委
託
業
者
㈱
ダ
イ
コ
ク
（
℡
０
１
２
０
・
６
０
・
３
９
１
２
）
に

連
絡
く
だ
さ
い
。

第
３
号
の
規
定
に
よ
り
懲
戒
免

職
処
分
と
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

　

市
民
の
み
な
さ
ん
に
は
心
か

ら
深
く
お
詫
び
を
申
し
上
げ
、

今
後
は
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
の

な
い
よ
う
綱
紀
粛
正
に
努
め
、

行
政
の
信
頼
回
復
に
向
け
て
全

力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。

　
　

紀
の
川
市
長　

中
村
愼
司

防災や防火の知識を身につけてもらうため、市や消防の
職員が、講師としてみなさんの学習会や集会に出向き、防
災や防火訓練の実技指導をします。

◉研修・訓練の内容
①防災研修�家庭や地域の防災（自主防災組織）など

②防火研修�火災予防（消火器、住宅用火災警報器）など

③避難所運営ゲーム（ＨＵＧ）
　避難所の運営についてカードゲーム方式で体験
④防災・消火訓練�救出・救護、初期消火など

◉対象
市内の概

おおむ

ね10人以上の団体やグループ

◉申し込み
①防災研修、②防火研修、③避難所運営ゲームは希望日
の４週間前まで、④防災・消火訓練は希望日の８週間前ま
でに、電話で問い合わせください。

◉その他
※会場の確保や参加者への連絡、当日の進行などは申請
者側でしてください。
※個別相談・苦情・要望・交渉は受け付けません。
※営利・政治・宗教目的など、研修や訓練の趣旨に合　
わない場合は実施しません。

【申し込み・問い合わせ】
危機管理課・消防防災課（℡77・2511　本庁３階）

防災・防火の研修や訓練に、
市や消防の職員が出向きます

の
写
し
等
の
第
三
者
請
求
の
う

ち
、
訴
訟
な
ど
に
使
用
さ
れ
る

場
合
は
非
通
知
と
し
て
い
ま
し

た
が
、
同
日
か
ら
は
全
て
通
知

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

【
問
い
合
わ
せ
】
市
民
課
（
℡

77
・
２
５
１
１　

本
庁
１
階
）

「
花
い
っ
ぱ
い
運
動
」

の
補
助
金

■
対
象
…「
花
い
っ
ぱ
い
運
動
」

に
協
力
い
た
だ
け
る
、
５
人
以

上
で
組
織
す
る
グ
ル
ー
プ
や
自

治
会
、
団
体
。
年
２
回
以
上
の

花
の
植
え
替
え
が
で
き
る
な
ど

本
人
通
知
制
度
の
改

正
に
つ
い
て

　

現
在
施
行
し
て
い
る
本
人
通

知
制
度
に
つ
い
て
、
28
年
2
月

25
日
付
で
登
録
期
間（
３
年
間
）

を
撤
廃
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
既
に
登
録
い
た
だ
い

て
い
る
人
は
、
手
続
き
不
要
で

更
新
し
ま
す
。
ま
た
、
住
民
票

の
条
件
が
あ
り
ま
す
。

■
花
を
植
え
る
場
所
…
公
園
や

広
い
道
路
沿
い
な
ど
、
多
く
の

人
が
観
賞
で
き
る
場
所

■
申
請
…
４
月
11
日

（月）
～
５
月

６
日

（金）
の
間
に
、
地
域
振
興
課

に
備
え
付
け
の
申
請
書
で
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

■
補
助
内
容

❶
花
壇
の
場
合
、
１
㎡
あ
た
り

11
ポ
ッ
ト（
６
６
０
円
）を
年
２

回
分
。
肥
料
代
と
し
て
、
50
㎡

ま
で
は
５
０
０
円
、
１
０
０
㎡

ま
で
は
１
，０
０
０
円
、１
０
０

㎡
以
上
は
１
，５
０
０
円
を
加

算
（
年
額
）

❷
プ
ラ
ン
タ
ー
の
場
合
、
1
基

に
つ
き
３
ポ
ッ
ト（
１
８
０
円
）

を
年
２
回
分
。肥
料
代
と
し
て
、

３
０
０
円
を
加
算
（
年
額
）

■
そ
の
他

※
花
苗
は
１
ポ
ッ
ト
あ
た
り
60

円
で
換
算
し
ま
す
。

※
補
助
金
額
の
上
限
…
花
壇
は

10
万
円
、プ
ラ
ン
タ
ー
は
７
，

５
０
０
円
で
す
。

※
申
請
多
数
の
場
合
、
補
助
金

を
減
額
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】

地
域
振
興
課
（
℡
77
・
２
５
１
１

　

本
庁
南
別
館
３
階
）

4
月
28
日

（木）
、
午
前
９
時
～
午

後
５
時

【
問
い
合
わ
せ
】都
市
計
画
課（
℡

77
・
２
５
１
１　

本
庁
５
階
）

自
主
防
災
組
織
を
設

立
し
ま
し
ょ
う

　

地
域
住
民
が
事
前
に
役
割
分

担
し
、
自
分
た
ち
で
地
域
を
守

る
と
い
う
趣
旨
に
基
づ
き
、
自

主
的
に
結
成
す
る
組
織
で
す
。

大
き
な
災
害
が
発
生
し
た
時

は
、
防
災
機
関
（
消
防
や
警
察

な
ど
）
は
同
時
に
全
て
の
現
場

に
向
か
う
こ
と
が
困
難
に
な
り

ま
す
。こ
う
し
た
状
況
の
中
で
、

自
主
防
災
組
織
と
し
て
組
織
的

に
活
動
す
る
こ
と
に
よ
り
、
被

で
す
。
予
約
者
登
録
を
行
う
場

合
は
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】
企
画
調
整
課

交
通
政
策
係
（
℡
77
・
２
５
１

１　

本
庁
３
階
）

都
市
計
画
変
更
案
の

縦
覧

　

都
市
計
画
ご
み
処
理
場
の
変

更
案
を
縦
覧
し
ま
す
。
意
見
の

あ
る
人
は
、
市
に
意
見
書
を
提

出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
変
更
内
容
…
那
賀
ア
メ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、
粉
河
ク
リ
ー

ン
セ
ン
タ
ー
、
打
田
美
化
セ
ン

タ
ー
の
廃
止

■
縦
覧
場
所
…
都
市
計
画
課

■
縦
覧
期
間
…
4
月
15
日

（金）
～

紀
の
川
市
デ
マ
ン
ド
型
乗
合

タ
ク
シ
ー
の
運
行
を
開
始

　

デ
マ
ン
ド
型
乗
合
タ
ク
シ
ー

と
は
、
予
約
（
デ
マ
ン
ド
）
に

応
じ
て
、
タ
ク
シ
ー
車
両
に
よ

り
運
行
を
行
う
公
共
交
通
で

す
。
予
約
が
あ
る
場
合
の
み
、

タ
ク
シ
ー
車
両
で
、
定
路
線
・

定
時
刻
運
行
を
行
い
ま
す
。

■
運
行
開
始
日
…
４
月
１
日

（金）

■
運
行
場
所
…
赤
沼
田
地
区
～

Ｊ
Ｒ
名
手
駅

■
利
用
料
金
…
１
人
１
運
行

２
０
０
円

※
完
全
予
約
制
で
す
の
で
、
予

約
を
行
っ
て
い
な
い
場
合
は
利

用
い
た
だ
け
ま
せ
ん
。
ま
た
、

予
約
に
は
予
約
者
登
録
が
必
要

害
を
小
さ
く
す
る
事
に
つ
な
が

り
ま
す
。

　

自
治
会
活
動
な
ど
を
通
じ
て

自
主
防
災
組
織
を
作
り
、
災
害

に
備
え
て
地
域
の
防
災
活
動
に

取
り
組
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

な
お
、
自
主
防
災
組
織
を
設

立
し
て
い
る
場
合
は
、
研
修
・

訓
練
に
取
り
組
み
、
災
害
に
備

え
て
下
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】
危
機
管
理
課

（
℡
77
・
２
５
１
１
）

消
防
署
に
新
車
両
２

台
を
配
備（
写
真
上
）

　

南
消
防
署
に
、
中
山
間
地
の

多
い
地
域
性
を
考
慮
し
、
コ
ン

パ
ク
ト
な
４
輪
駆
動
式
の
消
防

ポ
ン
プ
自
動
車
を
配
備
し
ま
し

た
。
小
型
の
救
助
資
機
材
を
積

み
替
え
る
こ
と
で
救
助
用
車
両

と
な
る
多
機
能
な
車
両
で
す
。

　

ま
た
、
中
消
防
署
に
は
、
道

路
が
狭
い
地
域
で
の
火
災
、
救

助
に
加
え
、
救
急
に
も
迅
速
に

対
応
す
る
た
め
、
小
型
多
目
的

搬
送
車
を
導
入
し
ま
し
た
。

【
問
い
合
わ
せ
】
那
賀
消
防
組

合
消
防
本
部
警
防
課
（
℡
61
・

０
１
１
９
）

副市長・教育長の就任について

　平成 28 年第１回紀の川市議会定例会本
会議で同意を得て、４月１日付で両氏が
就任しました。（氏名／年齢／任期）
■副市長�林　信良／ 60 歳／４年
　　　　　田村武副市長の後任
■教育長�貴志康弘／ 62 歳／３年
　　　　　松下裕教育長の後任

紀の川市本人通知制度の実施について

　本人通知制度は、住民票または戸籍謄本
などを本人の代理人や第三者に交付したと
き、事前に登録した事実を通知する制度で
す。本人通知をすることにより、不正請求
の早期発見、事実関係の早期究明が可能に
なります。事前の登録が必要です。

■登録窓口…市民課・各支所・出張所
■必要書類…本人確認書類（運転免許証、
マイナンバーカード（個人番号カード）、
パスポートなど）
■登録期間…なし
■通知対象…住民票の写し（除票を含む）、
住民票の記載事項証明書、戸籍の附表（除
附表を含む）、戸籍謄本または抄本（除籍、改
製原戸籍を含む）、戸籍の記載事項証明書
■通知内容…交付年月日、証明書の種別、
交付枚数、交付請求者の種別

【問い合わせ】市民課（℡77・2511）

４輪駆動式の消防ポンプ自動車(右）
小型多目的搬送車（左）

有料広告　くわしくは、広告主に問い合わせください。

広告主を募集しています
……………あなたのお店を広報紀の川でPR…しませんか（有料）

有料広告　くわしくは、広告主に問い合わせください。

広告主を募集しています
……………あなたのお店を広報紀の川でPR…しませんか（有料）



21　広報紀の川 2016. ４

21

暮
ら
し
の
情
報

クラシノジョウホウ

暮
ら
し
の
情
報

20

生
活
・
福
祉

暮
ら
し
の
情
報

国
民
健
康
保
険
税
の
納

付
方
法
の
変
更（
一
部
）

　

現
在
、
国
民
健
康
保
険
税
を

特
別
徴
収
（
年
金
か
ら
の
天
引

き
）
で
納
付
さ
れ
て
い
る
人

で
、
28
年
度
中
に
75
歳
に
な
る

人
（
昭
和
16
年
４
月
１
日
生
～

昭
和
17
年
3
月
31
日
生
）
は
、

誕
生
日
以
降
、
国
民
健
康
保
険

か
ら
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
制

度
に
移
行
さ
れ
る
た
め
、
４
月

福
祉

◉和歌山県消防協会総裁表彰   
　○功績章　南本典秀（桃山方面隊　方面隊長）
　○功績章　室谷康之（桃山方面隊　副方面隊長）

 27年度 消防功労者定例表彰
（敬称略）おめでとうございます

◉和歌山県知事表彰　永年勤続功労章
　三谷好生（打田方面隊　方面隊長）

支
給
分
の
年
金
か
ら
特
別
徴
収

が
中
止
と
な
り
ま
す
。
保
険
税

が
決
定
す
る
６
月
か
ら
普
通
徴

収
（
窓
口
納
付
ま
た
は
口
座
振

替
に
よ
る
納
付
）
と
な
り
納
付

方
法
が
変
わ
り
ま
す
の
で
注
意

く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】
国
保
年
金
課

（
℡
77
・
２
５
１
１　

本
庁
１

階
）後

期
高
齢
者
医
療
制
度

の
保
険
料
率
改
定

　

均
等
割
５
５
３
円
を
減
額
・

所
得
割

0.38
％
を
増
額

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
保

険
料
は
、
２
年
ご
と
に
改
定

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

28
・
29
年
度
の
保
険
料
率
が
下

記
の
と
お
り
決
定
し
ま
し
た
。

　

保
険
料
の
通
知
は
、
７
月
に

な
り
ま
す
。

①
均
等
割
額
…
被
保
険
者
全
員

に
定
額
で
負
担
し
て
い
た
だ
き

ま
す
。

　

所
得
が
少
な
い
世
帯
の
人
や

被
用
者
保
険
の
被
扶
養
者
だ
っ

た
場
合
、
軽
減
さ
れ
ま
す
。

世
帯
所
得
に
応
じ
、
軽
減
割
合

（
９
割
、
8.5
割
、
５
割
、
２
割
）

◉日本消防協会会長表彰   ○勤続章…30 年
　山野正典（貴志川方面隊　副方面隊長）
　森本俊弘（貴志川方面隊　副方面隊長）　
　山中孝之（貴志川方面隊　　 分団長）
　林　保孝（貴志川方面隊　　 副分団長）
　熊代宜幸（粉河方面隊　部長）
　中野卓彦（粉河方面隊　団員）
　田中博幸（粉河方面隊　団員）
　中前乃泰（打田方面隊　団員）
　崎本好加（桃山方面隊　団員）
　谷口公雄（桃山方面隊　団員）
　坂前基次（桃山方面隊　団員）
　中西正人（貴志川方面隊　団員）
　阪本勝彦（貴志川方面隊　団員）
　坂口弘之（貴志川方面隊　団員）
　山本哲夫（貴志川方面隊　団員）
　宇治田　実（貴志川方面隊　団員）
　山田久德（貴志川方面隊　団員）
　田村　章（貴志川方面隊　団員）

年間の保険料率等 26・27年度

▶

28・29年度

均等割額 44,730円 44,177円

所得割率 （所得－33万円）×8.55％ （所得－33万円）×8.93％

賦課限度額 570,000円 570,000円

生
活

あ
き
地
の
適
正
管
理

　

あ
き
地
の
所
有
者
・
占
用
者
・

管
理
者
は
、
土
地
を
適
正
に
管

理
し
ま
し
ょ
う
。

　

市
で
は
、
周
辺
住
民
か
ら
苦

情
が
寄
せ
ら
れ
た
場
合
は
、
あ

き
地
の
所
有
者
・
占
用
者
・
管

理
者
に
対
し
て
、
適
正
管
理
に

つ
い
て
の
助
言
、
指
導
、
勧
告

な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

適
正
に
管
理
さ
れ
て
い
な
い

土
地
に
は
雑
草
や
枯
草
な
ど
が

繁
茂
し
、
病
害
虫
、
不
法
投

棄
、
火
災
、
犯
罪
、
交
通
事
故

な
ど
が
発
生
す
る
原
因
に
な
り

ま
す
。
自
主
的
か
つ
計
画
・
定

期
的
に
除
草
や
刈
取
り
後
の
草

木
の
処
分
を
す
る
な
ど
、
周
辺

住
民
に
迷
惑
を
か
け
な
い
よ
う

に
責
任
を
も
っ
て
土
地
を
管
理

し
て
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】
環
境
衛
生
課

（
℡
77
・
２
５
１
１　

本
庁
２

階
）浄

化
槽
設
置
整
備
事

業
補
助
金

　

合
併
処
理
浄
化
槽
を
設
置
す

る
人
に
、
予
算
の
範
囲
内
で
補

助
金
を
交
付
し
ま
す
。

※
下
水
道
認
可
区
域
・
農
業
集

落
排
水
区
域
を
除
き
ま
す
。

■
補
助
金
額

　

５
人
槽
…
…
…
33
万
２
千
円 

　

６
～
７
人
槽
…
41
万
４
千
円

　

８
～
50
人
槽
…
54
万
８
千
円

　

単
独
浄
化
槽
か
ら 

合
併
処

理
浄
化
槽
に
転
換
す
る
場
合
の

既
存
単
独
処
理
浄
化
槽
の
撤
去

費
用
補
助
…
９
万
円
限
度

■
受
付
期
間
…
４
月
25
日

（月）
～

12
月
26
日

（月）　

※
先
着
順
で
、

予
算
額
に
達
し
た
時
点
で
終
了

■
申
請
条
件
…
４
月
１
日
か
ら

29
年
３
月
31
日
ま
で
に
、
❶
住

宅
ま
た
は
店
舗
付
住
宅
に
浄
化

槽
を
設
置
し
、
❷
設
置
場
所
に

住
民
登
録
し
、
❸
浄
化
槽
管
理

講
習
会
を
受
講
で
き
る
人

※
た
だ
し
、
次
に
当
て
は
ま
る

場
合
は
申
請
で
き
ま
せ
ん
。

◎
建
築
基
準
法
に
基
づ
く
確
認

申
請
や
浄
化
槽
法
に
基
づ
く
届

出
を
行
わ
ず
に
浄
化
槽
を
設
置

◎
店
舗
付
住
宅
の
住
宅
部
分
の

延
床
面
積
が
全
体
の
２
分
の
１

未
満

◎
販
売
ま
た
は
賃
貸
の
目
的
で

建
築
し
た
浄
化
槽
付
住
宅
や
共

同
住
宅
（
居
住
を
目
的
に
そ
の

住
宅
を
購
入
し
た
人
が
申
請
す

る
場
合
は
可
）

◎
住
宅
を
借
り
て
い
る
人
で
賃

貸
人
の
承
諾
が
得
ら
れ
な
い

◎
市
町
村
税
を
滞
納
し
て
い
る

※
浄
化
槽
の
埋
設
時
に
は
、
市

の
立
ち
会
い
が
必
要
で
す
。
事

前
に
環
境
衛
生
課
ま
た
は
各
支

所
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】
環
境
衛
生
課

（
℡
77
・
２
５
１
１
）

犬
を
飼
っ
て
い
る
み

な
さ
ん
へ

　

他
人
の
土
地
や
道
路
、
公
園

な
ど
は
ト
イ
レ
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。犬
を
散
歩
さ
せ
る
時
に
は
、

必
ず
犬
を
リ
ー
ド
で
つ
な
ぎ
、

携
帯
し
た
道
具
で
フ
ン
を
始
末

し
て
く
だ
さ
い
。
フ
ン
は
燃
え

る
ゴ
ミ
の
日
に
出
す
な
ど
し
て

く
だ
さ
い
。
近
隣
の
人
た
ち
か

ら
も
理
解
が
得
ら
れ
る
よ
う
、

責
任
を
も
っ
て
飼
育
や
散
歩
を

し
て
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】
環
境
衛
生
課

（
℡
77
・
２
５
１
１
）

◉プラスチック製容器包装類
　  マークのついた、プラスチック製容器包装類、菓子袋、ペットボト
ルのキャップやシャンプーなどのボトル、色柄トレイなど
※　  マークのついていないもの、汚れが落ちないものはもやすごみと
して出してください。
発泡スチロール　   マークがついているものは細かくして袋に入れてく
ださい。

◉白色トレイ
表も裏も全面白色のトレイだけ袋に入れてください。

◉ペットボトル
　  マークのついた容器。キャップおよびラベルを必ず外し、中を水洗
いして、つぶして出してください。

※プラスチック製容器包装類と、白色トレイは、ごみ集積所へ出す日が
同じですが、別々の資源ごみ専用袋に入れていただきますようお願いし
ます。

ごみの分別に協力ください
（プラ容器包装類、白色トレイ、ペットボトル編）

浄
化
槽
の
適
正
な
管

理
を
し
ま
し
ょ
う

　

浄
化
槽
は
、
定
期
的
に
維
持

管
理
を
し
な
い
と
本
来
の
機
能

を
十
分
に
発
揮
で
き
ず
、
放
流

水
質
の
悪
化
や
悪
臭
発
生
な
ど

の
原
因
に
な
り
ま
す
。

　

浄
化
槽
の
維
持
管
理
（
保
守

点
検
、
清
掃
、
法
定
検
査
の
３

つ
）
は
、
浄
化
槽
法
に
よ
り
義

務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、

必
ず
実
施
し
て
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】
環
境
衛
生
課

（
℡
77
・
２
５
１
１
）

【問い合わせ】廃棄物対策課（℡ 77・2511　本庁２階）

が
異
な
り
ま
す
。

②
所
得
割
額
…
被
保
険
者
本
人

の
所
得
に
よ
っ
て
異
な
り
ま

す
。

　

基
礎
控
除
額
（
33
万
円
）
を

差
し
引
い
た
総
所
得
金
額
が

58
万
円
（
年
金
収
入
の
み
の
場

合
２
１
１
万
円
）
を
超
え
な
い

場
合
は
、５
割
軽
減
さ
れ
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】
国
保
年
金
課

（
℡
77
・
２
５
１
１
）
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税
金
・
募
集

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
を
募
集

　

市
内
を
拠
点
に
特
定
非
営
利

活
動
を
行
っ
て
い
る
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
」「
市
民
活
動
団
体
」「
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
」で
、市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
を
希
望
す
る

Ｎ
Ｐ
Ｏ
を
募
集
し
ま
す
。

　

希
望
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
は
、
地
域

振
興
課
に
備
え
付
け
の
登
録
票

に
必
要
書
類
（
事
業
計
画
書
・

事
業
報
告
書
）
を
添
付
し
、
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。（
上
部
に

記
載
の
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
）

※
活
動
目
的
や
内
容
で
「
特
定

非
営
利
活
動
」
に
該
当
さ
れ
な

い
団
体
に
つ
い
て
は
、
登
録
票

の
提
出
が
あ
っ
て
も
掲
載
す
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て

固
定
資
産
の
内
容
を

確
認
で
き
ま
す

　

28
年
度
の
土
地
・
家
屋
価
格

等
縦
覧
帳
簿
の
縦
覧
と
固
定
資

産
課
税
台
帳
（
名
寄
帳
）
の
閲

覧
が
で
き
ま
す
。

■
土
地
・
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳

簿
の
縦
覧
…
市
内
の
土
地
・
家

屋
の
価
格
（
評
価
額
）
な
ど
を

記
載
し
た
も
の
で
す
。
市
民
税

課
で
、
４
月
１
日

（金）
～
５
月
31

日
（火）
ま
で
縦
覧
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

自
己
が
所
有
し
て
い
る
土
地

や
家
屋
の
価
格
（
評
価
額
）
を

他
と
比
較
し
、
適
正
で
あ
る
か

ど
う
か
を
確
認
で
き
ま
す
。

■
固
定
資
産
課
税
台
帳
の
閲
覧

…
自
己
所
有
の
固
定
資
産
（
土

地
・
家
屋
）
の
評
価
額
・
課
税

標
準
額
・
年
税
額
な
ど
を
記
載

し
た
台
帳
を
、
市
民
税
課
・
各

支
所
な
ど
で
、
４
月
１
日

（金）
～

５
月
31
日

（火）
ま
で
無
料
で
見
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。（
以
降
は

１
件
２
０
０
円
必
要
で
す
）

　

ま
た
、
記
載
事
項
の
証
明
を

受
け
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。（
１

件
２
０
０
円
）

■
縦
覧
・
閲
覧
が
で
き
る
人
…

市
内
に
固
定
資
産
を
所
有
し
て

い
る
納
税
義
務
者
（
所
有
者
）

ま
た
は
そ
の
代
理
人
や
納
税
管

理
人
（
代
理
人
は
委
任
状
が
必

要
で
す
）。
窓
口
で
来
庁
者
の

本
人
確
認
を
し
ま
す
。
本
人
で

あ
る
こ
と
を
証
明
で
き
る
証
明

書
（
運
転
免
許
証
や
健
康
保
険

証
な
ど
※
顔
写
真
の
な
い
も
の

は
、
証
明
書
が
２
枚
必
要
）
を

持
参
く
だ
さ
い
。

　

土
地
や
家
を
有
償
で
借
り
て

い
る
人
も
、
賃
貸
借
契
約
書
な

ど
を
提
示
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
閲
覧
な
ど
が
で
き
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】
市
民
税
課
（
℡

77
・
２
５
１
１　

本
庁
１
階
）

税
金

い
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
は
、
会
議
な
ど
を

す
る
場
所
と
し
て
、
市
民
協
働

ス
ペ
ー
ス（
市
役
所
本
庁
２
階
）

を
使
用
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
活
動
に
必
要
な
書
類

や
行
事
の
チ
ラ
シ
な
ど
を
印
刷

す
る
時
、
印
刷
機
を
利
用
で
き

　　

◉夜間の納税・相談窓口
（収税課・市民税課・国保年金課）

「国民健康保険税、固定資産税・都
市計画税、市県民税、軽自動車税」
の納付・納税相談窓口を木曜の
夜間（午後８時まで、祝日のぞく）
に、本庁１階で開設しています

（夜間は、本庁舎正面玄関を施
錠しています。北側通用口を利
用ください）。

◉納期限のお知らせ　

　　　　　　　　　　５月２日 月

◎市県民税・普徴　  随１期 
　　　（問収税課・市民税課）
◎国民健康保険税  
　　随１期・随 13 期
　　　（問国保年金課）
◎後期高齢者医療保険料  随１期
　　　（問国保年金課）
◎介護保険料  随１期
　　　（問高齢介護課）

　　　　　　　（問℡ 77・2511）

納 め 忘 れ は あ り ま せ ん か   
市県民税・普徴（現随２期・随12期）／国民健康保険税（10期・随 12 期）／
後期高齢者医療保険料（９期・随12期）／介護保険料（10期）の納期限は、
３月31日木です。まだ納めていない人は、最寄りの金融機関か市役所
窓口へお急ぎください。

税 のお知らせ 

ま
す
。

※
コ
ピ
ー
用
紙
は
各
団
体
で
用

意
。
利
用
す
る
に
は
申
請
が
必

要
で
す
。

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】

地
域
振
興
課
（
℡
77
・
２
５
１

１
）

見
守
り
事
業
者
の
募
集

　

市
内
全
域
を
対
象
と
し
て
高

齢
者
の
見
守
り
を
し
て
い
た
だ

け
る
事
業
者
（
お
弁
当
宅
配
業

者
）
を
募
集
し
ま
す
。
登
録
を

希
望
す
る
事
業
者
は
、
市
担
当

窓
口
に
ご
相
談
の
う
え
、
必
要

書
類
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
提
出
期
限
…
4
月
28
日

（木）
ま

で※
詳
細
お
よ
び
申
請
書
類
に
つ

い
て
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

確
認
く
だ
さ
い
。

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】

高
齢
介
護
課
（
℡
77
・
２
５
１

１
／
Fax 

79
・
３
９
２
６　

本
庁

２
階
）

福
祉
有
償
運
送
法
人
の

募
集

　

福
祉
有
償
運
送
法
人
を
募
集

し
ま
す
。
登
録
を
希
望
す
る
事

業
者
は
、
市
担
当
窓
口
に
ご
相

談
の
う
え
、
必
要
書
類
を
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

■
提
出
期
限
…
4
月
28
日

（木）
ま

で※
詳
細
お
よ
び
申
請
書
類
に
つ

い
て
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

確
認
く
だ
さ
い
。

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】

高
齢
介
護
課
（
℡
77
・
２
５
１

１
／
Fax 

79
・
３
９
２
６
）

手
話
奉
仕
員
養
成
講

座
【
基
礎
編
】

■
と
き
…
５
月
19
日
～
８
月
４

日　

毎
木
曜
日
の
午
後
１
時
30

分
～
４
時
30
分
（
全
12
回
）

■
と
こ
ろ
…
市
役
所
５
階

５
０
１
会
議
室
ま
た
は
２
階
市

民
協
働
ス
ペ
ー
ス

■
内
容
…
厚
生
労
働
省
手
話
奉

仕
員
養
成
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
対
応

／
基
礎
編

■
講
師
…
聴
覚
障
害
者
・
市
職

員■
定
員
…
25
人

■
費
用
…
無
料　

※
テ
キ
ス
ト

代
（
手
話
奉
仕
員
養
成
テ
キ
ス

ト
「
手
話
を
学
ぼ
う　

手
話
で

話
そ
う
」
／
３
，２
４
０
円
）

は
受
講
者
負
担

■
申
し
込
み
…
障
害
福
祉
課
に

電
話
で
申
し
込
み

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】

障
害
福
祉
課
（
℡
77
・
２
５
１

１　

本
庁
２
階
）

手
話
教
室
を
出
前
し

ま
す

■
対
象
…
介
護
保
険
関
連
事
業

所
・
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業

所
な
ど
の
聴
覚
障
害
者
が
利
用

す
る
福
祉
関
連
の
事
業
所

■
と
き
…
５
月
～
29
年
２
月
末

（
全
10
回
／
１
回
2
時
間
）　

※
日
程
や
時
間
帯
は
応
相
談

■
内
容
…
厚
生
労
働
省
手
話
奉

仕
員
養
成
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
対
応

／
入
門
編

■
講
師
…
聴
覚
障
害
者
・
市
職

員■
費
用
…
無
料　

※
テ
キ
ス
ト

代
（
手
話
奉
仕
員
養
成
テ
キ
ス

ト
「
手
話
を
学
ぼ
う　

手
話
で

話
そ
う
」
／
３
，２
４
０
円
）

は
受
講
者
負
担

■
申
し
込
み
…
障
害
福
祉
課
に

電
話
で
申
し
込
み

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】

障
害
福
祉
課
（
℡
77
・
２
５
１

１
）

日
曜
消
防
講
座　
　

  

　
　
　
　
（
第
１
日
曜
）

■
消
防
車
ふ
れ
あ
い
講
座
…
親

子
で
消
防
車
の
見
学
な
ど
を
し

な
が
ら
火
災
予
防
を
学
び
ま

す
。

◎
と
き
…
４
月
3
日
／
午
前
10

時
～
11
時

◎
対
象
…
幼
児
と
保
護
者

■
普
通
救
命
講
座
…
救
命
に
必

要
な
技
術
を
マ
ス
タ
ー

◎
と
き
…
５
月
１
日
・
６
月
5

日
／
午
前
９
時
～
正
午

◎
対
象
…
中
学
生
以
上

■
上
級
救
命
講
座
…
救
命
に
必

要
な
技
術
・
止
血
法
や
搬
送
法

な
ど
の
応
急
手
当
を
マ
ス
タ
ー

◎
と
き
…
７
月
3
日
／
午
前
９

時
～
午
後
５
時

◎
対
象
…
中
学
生
以
上

■
お
こ
の
み
講
座
…
受
講
者
の

要
望
に
応
じ
た
防
災
体
験
学
習

◎
と
き
…
毎
月
第
１
日
曜
日
の

午
後

【
開
催
場
所
・
申
し
込
み
・
問

い
合
わ
せ
】

那
賀
消
防
本
部
防
災
セ
ン
タ
ー

（
℡
61
・
７
２
５
９
／
岩
出
市
中

迫
１
５
４
番
地
）

防
火
に
関
す
る
啓
発

標
語
を
募
集

■
対
象
者
…
中
学
生
以
上

■
応
募
方
法
…
は
が
き
１
枚
に

標
語
３
点
以
内
を
記
入
し
、
郵

便
番
号
、
住
所
、
氏
名
（
ふ

り
が
な
）、
年
齢
、
電
話
番
号

を
明
記
し
て
那
賀
消
防
本
部

（
〒
６
４
９
ー
６
２
１
５　

岩

出
市
中
迫
１
５
４
）
へ
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

■
応
募
締
切
…
６
月
30
日

（木）
消

印
有
効

■
入
賞
…
最
優
秀
賞
１
点
（
賞

状
と
商
品
券
）、
優
秀
賞
、
入

選
な
ど
複
数
あ
り

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】

那
賀
消
防
本
部
防
災
セ
ン
タ
ー

（
℡
61
・
７
２
５
９
）

広告
広
報
紀
の
川
や
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
あ
な
た
の
お
店

の
宣
伝
を
し
ま
せ
ん
か
。

広
報
広
聴
課（
℡
77
・
３
５
１
２
）

募
集

紀の川市ホームページ
http://www.city.kinokawa.lg.jp/

前
回
の
最
優
秀
作
品

「
一
年
中　

い
つ
も

心
に　

火
の
用
心
」
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暮
ら
し
の
情
報

クラシノジョウホウ

暮
ら
し
の
情
報

24

募
集

坂本九とジブリの名曲集および混
声合唱名曲集を演奏します。

◉とき�４月17日日
　　　　午後２時～４時
◉ところ�貴志川生涯学習センター　
　　　　　   　かがやきホール
◉特別ゲスト�テノール歌手　
　　　　　　　　　　北内雅也氏
◉入場料�無料

【問い合わせ】 貴志川コーラス布村 
　　　　　　　　　   （℡60・5314）

貴志川コーラス　第10回
ときめきコンサート

募
集

15
日

（金）
ま
で
に
、
生
涯
ス
ポ
ー

ツ
課
に
電
話
で
申
し
込
み
。

【
問
い
合
わ
せ
】
紀
の
川
市
ソ

フ
ト
テ
ニ
ス
協
会　

堀
口
（
℡

090
・
３
０
５
４
・
４
４
７
９
）

イ
ン
ド
ア
ソ
フ
ト
テ

ニ
ス
教
室

■
対
象
…
市
民
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

教
室
参
加
者
（
中
級
者
）、
テ

ニ
ス
経
験
有
の
市
内
在
住
・
在

勤
者

■
定
員
…
50
人

■
と
き
…
4
月
～
29
年
３
月
の

毎
月
第
１
・
３
火
曜
日
の
午
後

2
時
～
5
時
（
５
月
３
日
、
29

年
１
月
３
日
は
休
み
）

■
と
こ
ろ
…
紀
の
川
市
民
体
育

館■
受
講
料
…
無
料
（
年
間
、
保

険
料
は
別
途
必
要
）

■
事
前
の
申
し
込
み
は
不
要
で

す
。
当
日
テ
ニ
ス
が
で
き
る
服

装
と
体
育
館
シ
ュ
ー
ズ
で
来
て

く
だ
さ
い
。

で
に
紀
の
川
市
那
賀
総
合
セ
ン

タ
ー
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

【
申
し
込
み
･
問
い
合
わ
せ
】

紀
の
川
市
那
賀
総
合
セ
ン
タ
ー

（
℡
75
・
２
２
２
１
）

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
お
誘

い
（
粉
河
歩
こ
う
会
）

　

健
康
づ
く
り
に
最
適
な
ス

ポ
ー
ツ
で
す
。（
ほ
と
ん
ど
が

初
心
者
コ
ー
ス
で
す
）

◉
４
月
…
紀
三
井
寺
名
草
山

（
７
㎞
）、熊
野
古
道
そ
の
６（
８

㎞
）

◉
５
月
…
熊
野
古
道
そ
の
7

（
6
㎞
）、
古
座
街
道
ガ
イ
ド
付

（
７
㎞
）

◉
６
月
…
雲
山
峰
（
8
㎞
）、

柳
生
街
道
・
剣
豪
の
里
（
9
㎞
）

◉
７
月
…
竜
門
山
登
山
（
８

㎞
）、
夏
山
登
山
・
乗
鞍
上
高

地
（
15
㎞
・
1
泊
２
日
）

◉
９
月
…
熊
野
古
道
そ
の
8

（
8.5
㎞
）、
サ
ザ
ン
ビ
ー
チ
～
り

ん
く
う
公
園
（
7
㎞
）

【
問
い
合
わ
せ
】
紀
の
川
市
ソ

フ
ト
テ
ニ
ス
協
会　

清
原
（
℡

73
・
６
１
７
１
／
携
帯
090
・

８
９
８
５
・
５
２
３
５
）

プ
ー
ル
の
監
視
員
を

募
集

　

紀
の
川
市
那
賀
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋

セ
ン
タ
ー
の
プ
ー
ル
監
視
員
を

募
集
し
ま
す
。

■
勤
務
期
間
…
６
月
８
日

（水）
～

９
月
15
日

（木）

プ
ー
ル
の
開
館
期
間
は
、
6
月

12
日

（日）
～
9
月
11
日

（日）

■
勤
務
時
間
…
午
前
9
時
30
分

～
午
後
5
時
15
分
と
、
午
後
1

時
30
分
～
9
時
15
分
の
2
交
代

制■
募
集
人
員
…
男
女
各
5
人
程

度
（
18
歳
以
上
で
、
泳
ぎ
に
自

信
の
あ
る
健
康
な
人
。
原
則
、

高
校
生
は
除
く
）

■
申
し
込
み
…
履
歴
書
（
市
販

の
も
の
で
可
）を
持
参
の
う
え
、

4
月
7
日

（木）
～
5
月
10
日

（火）
ま

◉
10
月
…
秋
津
州
国
見
山
へ
古

墳
め
ぐ
り
（
7.5
㎞
）、
大
河
内

高
原
す
す
き
（
10
㎞
・
1
泊
2

日
）

◉
11
月
…
串
柿
の
里
（
6
㎞
）、

大
和
路
岡
寺
方
面
（
7
㎞
）

◉
12
月
…
ミ
ス
テ
リ
ー
ウ
ォ
ー

ク
（
６
㎞
）

◉
１
月
…
初
詣
初
歩
き
（
8

㎞
）、
モ
ノ
レ
ー
ス
ウ
ォ
ー
ク

（
6
㎞
）

◉
２
月
…
六
甲
ア
イ
ラ
ン
ド

（
8
㎞
）、観
梅
・
岩
代
梅
林
（
６

㎞
）

◉
３
月
…
熊
野
古
道
そ
の
９

（
7.5
㎞
）、
平
城
京
め
ぐ
り
（
8

㎞
）

【
問
い
合
わ
せ
】
粉
河
歩
こ
う

会  

上
野
（
℡
73
・
３
３
７
６
）

第
２
回
ソ
フ
ト
テ
ニ

ス
教
室

　

ラ
ケ
ッ
ト
の
持
ち
方
か
ら
始

め
て
試
合
を
楽
し
め
る
よ
う
に

な
る
ま
で
、
レ
ベ
ル
に
合
わ
せ

て
指
導
し
ま
す
。

■
対
象
…
小
学
５
年
生
～
高
齢

者
（
初
心
者
大
歓
迎
）

■
定
員
…
50
人

■
と
き
…
５
月
7
日
～
29
年
３

月
25
日　

毎
土
曜
日
の
午
後
2

時
～
4
時
（
７
、８
月
は
午
後

３
時
～
５
時
）

■
と
こ
ろ
…
貴
志
川
ス
ポ
ー
ツ

公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
（
冬
季
は

紀
の
川
市
民
体
育
館
）

■
講
師
…
辻
野
正
雄
氏
、　

榊

祐
司
氏

■
受
講
料
…
１
，０
０
０
円（
年

間
、
保
険
料
は
別
途
必
要
）

■
申
し
込
み
…
４
月
６
日

（水）
～

販売中
旧
町
の
町
史
（誌）
を
販
売
し
て

い
ま
す
。詳
し
く
は
広
報
広
聴

課（
℡
77
・
３
５
１
２
）ま
で
。

学
童
保
育
「
太
陽
の

子
」
指
導
員
募
集

　

週
２
～
４
日
勤
務
で
き
る
指

導
員
を
募
集
し
ま
す
。

■
業
務
内
容
…
学
童
保
育
入
所

児
童
（
主
に
小
学
校
１
～
３
年

生
）
の
保
育
。
※
資
格
は
不
要

■
募
集
人
数
…
若
干
名

■
勤
務
時
間
…
平
日
午
後
１
時

～
６
時
30
分
／
土
曜
日
と
長
期

休
暇
中
（
夏
休
み
な
ど
）
は
午

前
８
時
～
午
後
６
時
30
分

※
面
接
が
あ
り
ま
す
。
く
わ
し

く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
紀
の
川
市
の
職
員
、
臨
時
職

員
の
募
集
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】

学
童
保
育
「
太
陽
の
子
」（
℡

77
・
０
３
６
７
田
中
小
学
校
内
）

／
子
育
て
支
援
課
（
℡
77
・

2
５
１
１　

本
庁
２
階
）

学
童
保
育
粉
河
ア
ッ
ト
ホ
ー

ム
ク
ラ
ブ
指
導
員
募
集

■
業
務
内
容
…
学
童
保
育
入
所

児
童
の
保
育
。
※
資
格
は
不
要

■
募
集
人
数
…
若
干
名

■
勤
務
時
間
…
平
日
午
後
2
時

～
６
時
30
分
／
土
曜
日
と
長
期

休
暇
中
（
夏
休
み
な
ど
）
は
午

前
８
時
～
午
後
６
時
30
分

半
日
や
長
期
休
暇
中
の
み
で
も

可
。

※
面
接
が
あ
り
ま
す
。
く
わ
し

く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
紀
の
川
市
の
職
員
、
臨
時
職

員
の
募
集
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】

学
童
保
育
「
粉
河
ア
ッ
ト

４
月
の
天
文
台
観
望

会
「
水
星
を
見
よ
う
！
」

太
陽
に
近
く
て
見
る
機
会
の
な

い
水
星
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

■
と
き
…
４
月
９
日

（土）
午
後
７

時
～
８
時
（
天
候
不
良
の
場
合

は
中
止
）

■
と
こ
ろ
…
西
貴
志
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー

■
定
員
…
20
人
※
中
学
生
以
下

は
保
護
者
の
同
伴
が
必
要
。

■
参
加
費
…
一
般
２
０
０
円
／

高
校
生
以
下
１
０
０
円

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】

西
貴
志
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
（
℡
65
・
２
２
1
１
）
月
・

火
・
祝
日
を
除
く
午
前
９
時
～

午
後
５
時

ホ
ー
ム
ク
ラ
ブ
」（
℡
73
・

２
２
８
２
）
／
子
育
て
支
援
課

（
℡
77
・
2
５
１
１
）

フ
ル
ー
ツ
・
ツ
ー
リ
ズ
ム

研
究
会
参
加
者
募
集

　

紀
の
川
市
の
一
番
の
魅
力

「
フ
ル
ー
ツ
」
を
中
心
に
、
紀

の
川
市
の
豊
か
な
自
然
や
文

化
、
ヒ
ト
の
交
流
を
楽
し
む
体

験
型
観
光
を
考
え
て
い
く
「
紀

の
川
ぷ
る
ぷ
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

「
フ
ル
ー
ツ
の
ま
ち
」
紀
の
川

市
を
み
な
さ
ん
で
盛
り
上
げ
て

い
き
ま
せ
ん
か
。

■
と
き
…
4
月
10
日

（日）
午
後
２

時
～
5
時

■
と
こ
ろ
…
市
役
所
本
庁
7
階

ラ
ウ
ン
ジ

■
対
象
…
紀
の
川
市
の
こ
と
が

大
好
き
な
人
な
ら
ど
な
た
で
も

■
申
し
込
み
…
氏
名
、
住
所
、

電
話
番
号
を
電
話
ま
た
は
FAX
で

申
し
込
み
。

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】

商
工
観
光
課
（
℡
77
・
２
５
１

１
／

FAX
　

79
・
３
９
２
８　

本

庁
４
階
）

貴志川写友会、紀の川フォトクラ
ブ、打田写真クラブの会員が、日ご
ろの精進を競う力作約 70 点を、ぜ
ひ見に来てください。

◉とき�４月22日金～24日日
　　　　午前９時～午後５時
　　　　※最終日は午後３時まで

◉ところ�貴志川生涯学習センター
　　　　　     ２階

【問い合わせ】 岡野 （℡64・2400）

第８回
紀の川市合同  写真展

市民の掲示板の掲載方法は、
広報広聴課（℡77・2511…………本庁３階）に問い合わせください。

第13回和歌山県広報コンクールで
    「広報紀の川」が

第１位に選ばれました！

　広報紙部門（市の部）で「広報紀
の川６月号」が１位。写真部門（組
み写真）で「広報紀の川 12 月号
２～３ページ（紀の国わかやま
国体）」の組み写真が１位になり
ました。
　これからも、みなさんに親し
まれ、愛される広報紙づくりに
励んでいきます！

フルーツ・ツーリズム研究会ホームページ　 http://www.kanko-kinokawa.jp/fruit/ 
紀の川ぷるぷるクラブフェイスブック　http://www.facebook.com/purupuruclub.kinokawa
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困
っ
た
と
き
の
相
談

暮
ら
し
の
情
報

困ったときの

相談
県民相談・交通事故相談などは「県民の友」
を見てください。また、社会福祉協議会
が行う心配ごと相談などは「福祉きのか
わ」を見てください。

病院・警察・消防署の電話番号

■公立那賀病院

■那賀休日急患診療所

■鞆渕診療所

■岩出警察署

■〃打田交番

■〃南中警察官駐在所

■〃粉河交番

■〃長田警察官駐在所

■〃龍門警察官駐在所

■〃鞆渕警察官駐在所

■〃那賀交番

■〃安楽川警察官駐在所

■〃調月警察官駐在所

■〃貴志川交番

■那賀消防組合本部

■岩出保健所

℡ 77・2019

℡ 77・6410

℡ 79・0009

℡ 63・0110

℡ 63・0110

℡ 77・3041

℡ 63・0110

℡ 63・0110

℡ 63・0110

℡ 79・0017

℡ 63・0110

℡ 66・0012

℡ 66・0629

℡ 63・0110

℡ 61・0119

℡ 63・0100

℡ 77・0828
℡ 67・0022

℡ 77・2511
℡ 77・2511
℡ 77・3140
℡ 73・3312
℡ 75・2221
℡ 66・2288
℡ 64・2273
℡ 64・9888

   ↓市役所の電話番号案内  （8：45～17：30）

■市役所本庁　℡ 77・2511
税金、住民票、戸籍、印鑑登録、国民健康保険、
国民年金、水道、浄化槽、飼い犬、ごみに
関すること、健康診断、母子手帳、保育所、
子育て教室、介護保険、介護予防、障害者
手帳、地域巡回バス、統計調査、入札、災
害に関すること、農業、林業、観光、商業、小・
中学校、成人式、文化財、青少年健全育成、
生涯スポーツ、市営住宅、道路、河川、開発、
下水道、地籍調査など

■粉河支所　℡ 73・3311
各種申請手続きなど

■鞆渕出張所　℡ 79・0001
各種申請手続きなど

■那賀支所　℡ 75・3111
各種申請手続きなど
那賀地区のし尿収集など

■桃山支所　℡ 66・1100
各種申請手続きなど

■貴志川支所　℡ 64・2525
各種申請手続きなど

ごみ（廃棄物対策課℡ 77・2511）
■粗大ごみの収集依頼
■収集事務所

生涯学習・生涯スポーツ
■生涯学習課
■生涯スポーツ課
■打田生涯学習センター
■粉河ふるさとセンター
■那賀総合センター
■桃山会館
■貴志川生涯学習センター
■青少年センター

高
齢
者

■
紀
の
川
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
「
愛
の
手
」

℡
77
・
０
３
５
０　

平
日
の
午
前
８

時
45
分
～
午
後
5
時
30
分

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
高

齢
者
の
健
康
の
維
持
、
向
上
や
安
心

で
き
る
生
活
の
た
め
の
支
援
を
し
ま

す
。こ

こ
ろ
・
か
ら
だ

■
障
害
者
の
相
談

℡
０
７
３
・
４
４
５
・
７
３
１
４（
県
子

ど
も
・
女
性
・
障
害
者
相
談
セ
ン
タ
ー
）

　

身
体
や
知
的
障
害
の
あ
る
人
に
関

す
る
相
談
に
応
じ
ま
す
。

■
こ
う
の
と
り
相
談
（
面
接
相
談
）

℡
61
・
０
０
４
９
（
岩
出
保
健
所
）

　

産
婦
人
科
医
師
が
不
妊
相
談
に
応

じ
ま
す（
要
予
約
）。

■
身
体
・
知
的
・
精
神
障
害
に
関
す

る
相
談

℡
78
・
２
８
０
８
（
麦
の
郷　

紀
の

川
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
）

平
日
の
午
前
９
時
～
午
後
5
時

■
難
病
に
関
す
る
相
談

℡
75
・
４
４
１
３（
難
病
連
家
族
会
き

ほ
く
）平
日
の
午
前
10
時
～
午
後
４
時

※
不
在
時
は
、
着
信
履
歴
に
て
対
応

し
ま
す
。

■
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

℡
61
・
０
０
２
１
（
岩
出
保
健
所
）

　

精
神
科
医
と
精
神
保
健
福
祉
相
談

員
な
ど
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

■
労
働
者
の
健
康
相
談

℡
78
・
３
８
７
５
（
伊
都
・
那
賀
地

域
産
業
保
健
セ
ン
タ
ー
）

架
空
請
求
や
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
（
契

約
の
解
消
）
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

℡
79
・
３
９
１
９
（
本
庁
南
別
館
２

階
相
談
室　

く
ら
し
の
窓
口　

問
商

工
観
光
課
）

毎
週
水
曜
の
午
後
１
時
～
３
時

就
職

■
巡
回
職
業
相
談　

4
月
19
日

（火）

　

相
談
員
が
就
職
相
談
に
応
じ
ま
す
。

井
阪
文
化
会
館
（
午
前
10
時
30
分
～

11
時
30
分
）
／
紀
の
川
市
那
賀
総
合

セ
ン
タ
ー
（
午
後
１
時
～
２
時
）
／

古
和
田
会
館
（
午
後
２
時
30
分
～
３

時
30
分
）

℡
77
・
２
５
１
１　

商
工
観
光
課

■
障
害
者
の
就
職
相
談

℡
61
・
６
３
０
０
（
岩
出
紀
の
川
障

害
者
就
業
・
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー　

フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
）
要
予
約

　

毎
月
第
１
・
３
火
曜
日
の
午
後
に

本
庁
２
階
相
談
室
で
相
談
・
支
援
を

行
い
ま
す
。

■
職
業
相
談　

紀
の
川
ワ
ー
ク
サ
ロ

ン
（
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
和
歌
山
）

℡
65
・
３
４
３
５

豊
富
な
経
験
を
持
つ
職
業
相
談
員
が

相
談
に
応
じ
ま
す
。

平
日
の
午
前
８
時
30
分
～
午
後
5
時

■
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
き

の
か
わw

ith you

（
サ
ポ
ス
テ
き
の

か
わ
）

℡
０
７
３
６
・
33
・
２
９
０
０
（
橋

本
市
市
脇
１
―
１
―
６
Ｊ
Ａ
橋
本
支

店
ビ
ル
２
階
）

そ
の
他

■
よ
ろ
ず
支
援
拠
点
～
定
期
出
張
相

談
会
～

「
和
歌
山
県
よ
ろ
ず
支
援
拠
点
」
で

は
、
事
業
者
の
み
な
さ
ん
に
、
よ
り

気
軽
に
利
用
い
た
だ
け
る
よ
う
、
４

月
か
ら
那
賀
振
興
局
で
出
張
相
談
会

を
定
期
開
催
し
ま
す
。

　

よ
ろ
ず
支
援
拠
点
と
は
中
小
企
業

庁
の
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
ワ

ン
ス
ト
ッ
プ
総
合
支
援
事
業
に
よ
り

設
置
さ
れ
た
無
料
の
経
営
相
談
所
で

す
。
販
路
拡
大
・
資
金
繰
り
・
事
業

承
継
・
創
業
な
ど
の
経
営
上
の
さ
ま

ざ
ま
な
相
談
に
対
応
し
て
い
ま
す
。

○
と
き
…
毎
月
第
２
・
４
水
曜
日（
時

間
な
ど
、
事
前
に
予
約
で
き
ま
す
）

○
と
こ
ろ
…
那
賀
振
興
局

℡
０
７
３
・
４
３
３
・
３
１
０
０

和
歌
山
県
よ
ろ
ず
支
援
拠
点

※
夜
間
の
小
児
医
療
電
話
相
談
と
、

夜
間
・
休
日
の
医
療
機
関
案
内
は
、

6
ペ
ー
ジ
に
記
載
し
て
い
ま
す
。

弁
護
士
相
談

■
紀
の
川
市
弁
護
士
相
談

℡
77
・
２
５
１
１
（
市
民
課
）

5
月
11
日

（水）
午
後
1
時
30
分
～

　

市
役
所
本
庁
１
階
相
談
室
４

（
電
話
予
約
が
必
要　

先
着
５
人
）

予
約
受
付
開
始
…
4
月
27
日

（水）
午
前

９
時
～

行
政
相
談

■
紀
の
川
市
行
政
相
談

℡
77
・
２
５
１
１
（
市
民
課
）

　

総
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
行
政

相
談
委
員
が
国
の
行
政
全
般
に
つ
い

て
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

○
4
月
13
日

（水）
午
後
１
時
～
３
時

　

市
役
所
本
庁
１
階
相
談
室
４

人
権
相
談

■
紀
の
川
市
人
権
相
談

℡
77
・
２
５
１
１
（
人
権
啓
発
推
進

課
）

　

法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
人
権

擁
護
委
員
が
人
権
全
般
に
つ
い
て
の

相
談
に
応
じ
ま
す
。
相
談
は
ど
の
会

場
で
も
受
け
ら
れ
ま
す
。

○
4
月
13
日

（水）
午
後
１
時
～
３
時

　

粉
河
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー
２
階
特

別
会
議
室

○
5
月
11
日

（水）
午
後
１
時
～
３
時

　

紀
の
川
市
那
賀
総
合
セ
ン
タ
ー
２

階
会
議
室

○
6
月
7
日

（火）
午
後
１
時
～
４
時

　

打
田
会
場
…
古
和
田
会
館
２
階
学

習
室

　

粉
河
会
場
…
粉
河
ふ
る
さ
と
セ
ン

タ
ー
２
階
特
別
会
議
室

　

那
賀
会
場
…
紀
の
川
市
那
賀
総
合

セ
ン
タ
ー
２
階
会
議
室

　

桃
山
会
場
…
桃
山
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
１
階
相
談
室
（
き
ら
め
き
）

　

貴
志
川
会
場
…
貴
志
川
保
健
福
祉

セ
ン
タ
ー
２
階
研
修
室

子
ど
も
・
青
少
年

■
市
役
所
子
育
て
支
援
課
の
家
庭
児

童
相
談

℡
77
・
２
５
１
１
（
子
育
て
支
援
課
）

平
日
の
午
前
8
時
45
分
～
午
後
5
時

30
分

　

子
ど
も
に
関
す
る
こ
と
や
、
児
童

虐
待
な
ど
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

■
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
子
育
て

に
関
す
る
相
談

℡
66
・
０
４
０
４
（
桃
山
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
）

℡
75
・
２
３
３
１
（
那
賀
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
）

い
ず
れ
も
、
平
日
の
午
前
９
時
～
正

午
、
午
後
１
時
～
５
時

　

子
育
て
の
悩
み
や
不
安
な
ど
の
相

談
に
応
じ
ま
す
。
直
接
来
所
や
電
話

で
相
談
く
だ
さ
い
。

■
子
ど
も
（
18
歳
未
満
）
に
関
す
る

あ
ら
ゆ
る
相
談

℡
０
７
３
・
４
４
５
・
５
３
１
２（
県
子

ど
も
・
女
性
・
障
害
者
相
談
セ
ン
タ
ー
）

■
発
達
障
害
に
関
す
る
相
談

℡
０
７
３
・
４
１
３
・
３
２
０
０
（
和

歌
山
県
発
達
障
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー

ポ
ラ
リ
ス
）
水
曜
を
除
く
平
日
の
午

前
10
時
～
正
午
・
午
後
１
時
～
４

時
、
水
曜
は
午
後
の
み

■
小
児
成
育
医
療
支
援
室

℡
０
７
３
・
４
４
１
・
０
８
２
６（
県
立

医
科
大
学
小
児
成
育
医
療
支
援
室
）

平
日
の
午
前
9
時
～
午
後
5
時

　

子
ど
も
の
発
育
・
発
達
、
子
育
て

の
悩
み
、
学
校
で
の
問
題
な
ど
の
相

談
に
応
じ
ま
す
。

■
青
少
年
の
い
じ
め
や
非
行
問
題
に

関
す
る
相
談

℡
64
・
９
８
８
８（
紀
の
川
市
青
少
年

セ
ン
タ
ー
）

平
日
の
午
前
９
時
～
午
後
5
時

　

気
軽
に
相
談
く
だ
さ
い
。

　

当
セ
ン
タ
ー
の
登
録
産
業
医
が
50

人
以
下
の
事
業
所
に
出
向
き
、
従
業

員
の
健
康
相
談
な
ど
を
無
料
で
行
い

ま
す
。

女
性

■
女
性
相
談

℡
０
７
３
・
４
３
５
・
５
２
４
６

（
県
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
）

○
面
接
相
談
は
、
火
～
土
曜
日
午
前

９
時
～
午
後
５
時
30
分
（
要
予
約
）

○
電
話
相
談
は
午
後
８
時
30
分
ま
で

■
女
性
に
対
す
る
暴
力
の
相
談

℡
０
７
３
・
４
４
５
・
０
７
９
３（
県
子

ど
も
・
女
性
・
障
害
者
相
談
セ
ン
タ
ー
）

○
電
話
相
談
は
、
毎
日
午
前
9
時
～

午
後
9
時
30
分

○
面
接
相
談
は
、
平
日
の
午
前
9
時

～
午
後
5
時
45
分
（
電
話
予
約
必
要
）

消
費
生
活

■
消
費
生
活
相
談
員
に
よ
る
、
消
費

者
問
題
の
相
談

℡
79
・
３
９
１
９
（
本
庁
南
別
館
２

階
相
談
室　

問
商
工
観
光
課
）

第
２
・
４
水
曜
日
の
午
後
１
時
～
４
時

℡
62
・
２
１
４
１（
岩
出
市
役
所
２
階
）

第
１
・
３
火
曜
日
の
午
後
１
時
～
４
時

■
紀
の
川
く
ら
し
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

※
相
談
の
ペ
ー
ジ
の「
平
日
」と

は
、
祝
日
を
除
く
月
曜
日
～
金

曜
日
の
こ
と
で
す
。
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と
し
ょ
か
ん
情
報

Library information

と し ょ か ん

じ ょ う ほ う

わ
た
し
の
ま
ち
の
ぶ
ん
か
ざ
い

わたしのまちの

文化財

問紀の川市文化財保護委員会
  (℡77・2511　生涯学習課内）

28

Hikoboshi & Orihime

　

峯
入
り
し
た
修
験
者
が
、
名

前
と
入
峯
の
年
月
日
、
あ
る
い

は
入
峯
の
回
数
や
願
文
な
ど
を

書
き
記
し
て
行
場
に
納
め
た
標

識
を
碑
伝
（
ひ
で
）
と
言
い
ま

す
。

　

葛か
つ
ら
ぎ城
修し
ゅ
げ
ん験
に
お
け
る
聖し
ょ
う
ご
い
ん

護
院

の
拠
点
で
あ
っ
た
中
津
川
行
者

堂
（
極
楽
寺
）
に
は
、
江
戸
時

代
を
通
じ
て
当
地
を
訪
れ
た
修

験
者
の
碑
伝
が
多
数
残
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

ま
た
中
津
川
で
は
例
年
、
春

の
峯
入
り
の
際
（
４
月
前
半
ご

ろ
）
に
野
外
で
大
き
な
護
摩
壇

を
組
ん
で
火
を
燃
や
し
、
儀
礼

を
行
う
採
燈
護
摩
が
行
わ
れ
ま

す
が
、
碑
伝
と
同
様
に
、
そ
の

執
行
者
、
年
月
日
、
願
文
を
記

し
た
護
摩
札
も
同
様
に
残
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
近
世
の
葛
城
修
験

に
お
け
る
碑
伝
・
護
摩
札
の

特
徴
は
、
そ
の
上
部
に
守
護

神
と
し
て
「
深じ

ん
じ
ゃ
だ
い
お
う

蛇
大
王
」
と

「
二ふ

た
が
み
ご
ん
げ
ん

上
権
現
」
を
記
し
て
い
る

こ
と
に
あ
り
ま
す
。
深
蛇
大
王

は
葛
城
二
十
八
宿
の
う
ち
第
一

経
塚
の
あ
る
友
ケ
島
の
深
蛇
池

に
住
ま
う
と
言
い
ま
す
。
一

方
、
二
上
権
現
は
二
上
山
に
祀

ら
れ
る
神
格
で
、
ど
ち
ら
も
修

験
者
を
守
る
護
法
善
神
で
す
。

　

中
津
川
行
者
堂
（
極
楽
寺
）

に
は
現
在
、
江
戸
時
代
の
碑

伝
が
78
枚
、
護
摩
札
が
60
枚
、

判
別
不
明
分
３
枚
の
、
合
計

１
４
１
枚
が
確
認
さ
れ
ま
す
。

『
紀
伊
国
名
所
図
会
』
に
よ
れ

ば
中
津
川
阿
弥
陀
堂
（
行
者

堂
）
条
に
は
「
堂
内
に
文
安
年

中
以
下
護
摩
修
行
の
札
を
納

む
」
と
あ
り
ま
す
が
、
残
念
な

が
ら
文
安
年
中
（
１
４
４
４
～

１
４
４
９
）
の
も
の
は
残
さ
れ

て
お
ら
ず
、
最
も
古
い
の
も
の

は
慶
長
13
年（
１
６
０
８
）、「
三

井
両
峯
先
達
捨
身
行
者
玉
林
坊

権
大
僧
都
暹
□
（
□
は
判
読
不

能
）」
と
三
井
寺
の
行
者
の
入

峯
に
際
し
て
の
碑
伝
で
す
。

　

ま
た
最
も
古
い
護
摩
札
は
慶

安
５
年
（
１
６
５
２
）
の
も
の

で
、
聖
護
院
の
有
力
院
家
で
あ

る
若
王
子
前
大
僧
正
の
名
代
と

し
て
千
手
院
玄
清
・
実
性
院
存

永
が
護
摩
を
行
っ
た
際
の
も
の

で
す
。
最
大
の
も
の
は
、
嘉
永

２
年
（
１
８
４
９
）
聖
護
院

雄
仁
に
よ
る
碑
伝
で
、
長
さ

１
８
３
・
７
㎝
、
幅
19
・
４
㎝
を

計
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
碑
伝
や
護
摩
札

は
、
通
常
野
外
の
行
場
に
奉
納

さ
れ
た
り
木
に
釘
打
ち
さ
れ
た

も
の
で
、
そ
の
ま
ま
朽
ち
果
て

る
こ
と
が
多
い
の
で
す
が
、
中

津
川
に
お
い
て
は
修
験
者
の
サ

ポ
ー
ト
を
行
う
五
鬼
の
家
が
あ

り
、
恒
常
的
な
行
場
の
管
理
が

行
わ
れ
る
中
で
拾
得
、
保
存
さ

れ
た
た
め
に
、
今
日
ま
で
伝

わ
っ
た
も
の
と
見
ら
れ
ま
す
。

　

そ
の
結
果
、
近
世
を
通
じ
て

絶
え
る
こ
と
な
く
行
わ
れ
た
葛

城
入
峯
の
実
態
を
具
体
的
に
跡

づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
、
修
験

道
研
究
に
お
い
て
注
目
さ
れ
る

希
有
な
資
料
と
な
っ
て
い
ま

す
。

参
考
資
料
…
「
中
津
川
行
者
堂

（
極
楽
寺
）
の
修
験
道
関
連
資

料
」（『
和
歌
山
県
立
博
物
館
研

究
紀
要
』
18
、
２
０
１
２
・
３
）

vol.103

中津川行者堂（極楽寺）
の碑

ひ で

伝・護
ご ま

摩札今月の本棚

■新しく入った本　図書名／著者名／出版社名
□きみまろ「夫婦川柳」傑作選２／綾小路きみまろ／小学館
□教場２／長岡弘樹／小学館
□バチカン奇跡調査官 13 ／藤木稟／ KADOKAWA
□小学生のノート術／栄光ゼミナール編著／新星出版社
□余命二億円／周防柳／ KADOKAWA

新刊情報

また次の春へ

重松清／扶桑社
冬を越えたあとに待
つ春を、また思う。終
わりから、始まる、喪
失の悲しみと再生へ
の祈りを描く物語。

タイトル／著者名／出版社名

▼
嘉
永
２
年
碑
伝

▼
慶
安
５
年
護
摩
札

▼
慶
長
13
年
碑
伝

河北図書館 （℡78・2010）
開館時間：平日の午前9時30分～午後7時
　　　　：土日祝の午前9時30分～午後6時
休 館 日：月曜・第4火曜日

曜日 日 月 火 水 木 金 土

4月

1 2

3 4 5 6 7 8 9

10 11 12 13 14 15 16

17 18 19 20 21 22 23

24 25 26 27 28 29 30

５月 1 2 3 4 5 6 7

◉図書館寄席　春の陣
とき：４月17日日 午後２時～３時

ところ：打田生涯学習センター
　　　  学習室

「わかやま楽落会」のみなさんによ

る落語寄席を開催します！

事前の申し込みは不要です。

気軽に遊びにきてください。

河北図書館の蔵書点検による休館のおしらせ

期間…5 月 6 日金～ 5 月 19 日木　
1 年に 1 度の特別整理期間です。
それに伴い上記期間を休館し、4 月の第４
火曜日は開館します。
期間中、河南図書館は通常通り開館してい
ます。

河北図書館 4 月 10 日（日） AM 10：30 ～ おはなしのくに（こども向け）
（ひこぼし） 4 月 15 日（金） AM 10：00 ～ おはなしのくに（赤ちゃん向け）

4 月 23 日（土） AM 10：30 ～ おはなしはらっぱ
5 月 5 日（木） AM 10：30 ～ おはなしのくに（こども向け）

河南図書館
（おりひめ）

5 月 1 日（日） AM 10：30 ～ おはなしのへや

読み聞かせの予定

春の本春の本

美味しい櫻

平出眞／旭屋出版
食べる桜、見る桜、知
る桜。桜のすべてを知
りつくす本。

はるにあえたよ

原京子 文・はたこう
しろう 絵／ポプラ社
マークとマータはふた
ごの子ぐま。まだ外に
出たことがありませ
ん。初めての春にわく
わく、待ちきれなく
なったふたりは春を探
しに�。

12 ヵ月の
　　　寄せ植えレシピ

黒 田 健 太 郎 ／ グ ラ
フィック社
園芸店で手に入る植物
で作る季節の素敵な寄
せ植えアレンジを集め
ました。春の庭にぴっ
たりのレシピありま
す。

河南図書館 （℡64・4614）
開館時間：平日の午前10時～午後7時30分
　　　　：土日祝の午前10時～午後6時
休 館 日：木曜・第3火曜日

曜日 日 月 火 水 木 金 土

4月

1 2

3 4 5 6 7 8 9

10 11 12 13 14 15 16

17 18 19 20 21 22 23

24 25 26 27 28 29 30

５月 1 2 3 4 5 6 7
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■まちの魅力をペインティング

　ＪＲ和歌山線の沿線自治体などで組織する和歌山
線活性化検討委員会が取り組む駅舎ペインティン
グ。駅と学校・地域をつなぎ、沿線地域の魅力を伝
えようと、市内の各小学６年生が参加しました。下
井阪駅（池田小学校作）、打田駅（田中小学校作）、
紀伊長田駅（長田小学校作）に展示された作品は、
地域ならではのテーマを描いた力作ばかり。粉河駅

（粉河高校美術部作）、名手駅（那賀中学校作）の作
品と併せ、地域の魅力を沿線利用者へ発信中です。

■平池をたくさん歩いたよ　3/6

　西貴志コミュニティーセンター主催の平池ウォー
クラリーが開催されました。西貴志保育所の園児親
子ら約 400 人が参加し、心地よい風が吹く中で輪
投げやボール当てなどのゲームを楽しみながら、１
周約 1.5km の平池を２周歩きました。ゴールの後
は豚汁のふるまいもあり、参加者の疲れを癒すひと
時となりました。参加した浦くみ子さん・勇翔くん
親子は「友達と一緒に歩いて楽しめました」と笑顔
で話してくれました。

■一足お先に「もものだて」　3/6

　ハウスの中で育てられている桃のため、一足早く
満開となった桃の花。花見を楽しみながら野点のお
茶席でくつろいでもらおうと、フルーツ・ツーリズ
ム研究会が「もものだて」を開催しました。満開の
桃の花の中で桃の果肉入り餡のねりきりと抹茶を堪
能した参加者たち。岩出市から参加した榎本幸恵さ
ん親子は「お菓子を食べると桃の香りがほのかに広
がっておいしかった。幸せな時間を過ごせました」
と、一足早い春の訪れを感じるひと時となりました。

田端咲人くん（3.0㎞） 松野風香さん（1.9㎞）

第４区

近藤晟斗くん（2.2㎞）

第５区

湯浅未来さん（1.7㎞）

第２区

西端　紹さん（1.6㎞）

第３区

岡花凛さん（1.4㎞）

第６区

塩田拳太くん（2.0㎞）

第９区

須田祐斗くん（3.1㎞）

第10区

金城寿紀くん（1.7㎞）

第７区

和氣紫花さん（2.5㎞）

第８区

山﨑丈太くん（3.0㎞）

第１区

安藤朱音さん（1.9㎞）

第４区

湊　海斗くん（2.2㎞）

第５区

山中賀恵さん（1.7㎞）

第２区

森岡奈々さん（1.6㎞）

第３区

中本　惟さん（1.4㎞）

第６区

坂ノ上寛くん（2.0㎞）

第９区

南方裕生くん（3.1㎞）

第10区

山地瑠維くん（1.7㎞）

第７区

槇谷　桜さん（2.5㎞）

第８区

区間
第３位

第１区

　２月 21 日、和歌山市で開催された第 15 回和歌山県市町村対抗ジュニア駅伝競
走大会。紀の川市からは、紀の川市チーム（写真上）と紀の川市オープンチーム（写
真下）が参加しました。選手たちは懸命にタスキをつなぎ、最後まであきらめな
い走りを見せ見事ゴール。紀の川市チームは総合８位入賞を果たしました。

タイム：１時間13分32秒紀の川市チーム

タイム：１時間18分55秒紀の川市O
オープン

Pチーム

ジュニア駅伝
総合８位入賞

第15回和歌山県市町村対抗

駅舎ペインティングの
駅／制作者／「テーマ」

1下井阪駅
　池田小学校（９人）
　「紀の川市の自然と

　フルーツ」

2打田駅
　田中小学校（74 人）
　「紀の川市の春夏秋冬

　いいところ」

3紀伊長田駅
　長田小学校（21 人）
　「長田観音の大門と

　名産のはっさく」

1

2 3
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広報紀の川第 126 号　平成 28 年４月１日
人の動き（28 年２月末現在）
人口　65,160 ／世帯　26,250
　男　30,954 ／　女　34,206

ハッピーごはん
みんな元気に！ 27

～ 甘味たっぷりスープ～
　春野菜は山菜や菜の花など苦味のあるのが特
徴です。その中でも、瑞々しくてやわらかい春
キャベツやたけのこなどを使った甘味いっぱい
のスープは、胃腸にやさしくほっとしますね。

問 健康推進課（℡ 77・2511）

★管理栄養士によるレシピ紹介を連載します！

　　キャベツはざく切りに、人参は千切りにする。
　　たまねぎはくし型に切る。
　　たけのこは角切りにする。
　　生しいたけは石づきを取り、千切りにする。
　　絹さやは筋を取り、斜めに切り、さっと茹でる。
　　鶏ミンチにおろし生姜･小口切りした葱を 混
　　ぜ、片栗粉で粘り気を調整し、団子にする。
　　コンソメを分量の水で溶かし、　～　　 を入 
　　れて煮る。
　　最後に　　を入れ、こしょうで味を調える。

●１

●４
●３
●２

●７ ●１

●５
●６

●８

たけのこの歯ごた

えと沢山の野菜の

うまみが、さっぱ

りとした味わいに

仕上がっています。

茶がゆ

材料（４人分）

近年までは朝食として、夏は井戸水で冷やしたものを、
冬は熱いものを食べました。
ほうじ茶で米粒のしまった茶がゆは喉ごしが良く、漬
物や金山寺味噌と一緒においしくいただけます。

124kcal ／ 1人

米 ����� 1/2 カップ ほうじ茶 �� ４カップ

つくり方

米はさっと洗っておく。
大きめの鍋に水を入れ、茶袋に入れたほうじ茶を入
れて沸かし、お茶を出す。
ほうじ茶が出たら茶袋を取り出し、❶の米を入れ強
火で煮立たせる。
煮立ったら、底からかき混ぜ、後は静かに煮立つ程
度の火加減にしてふたをせずに煮る。
米がふっくらしたら火を止める。
※ご飯で作ると時間が短縮できる。

❶

❹

❸

❷

伝えていきたい－

郷
ふ る

土
さ と

の 味
vol.4

●５

●６●４

❺

春キャベツ�� 120g
人参������50g
たまねぎ��� 100g
たけのこ����50g
生しいたけ���4 枚
絹さや�����15g

鶏ミンチ��� 150g
片栗粉��� 小さじ2
おろし生姜�小さじ 2
葱�������15g
コンソメ����１個
こしょう����少々

材料（４人分）

１人分

116 kcal


